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六連 島 に 産 す る 立 武 岩 中 多孔 質 の 者 に は , SAE PICA RS S 鱗片 
MOF 7 +4 tKHERPES S(SAAOB A Oo HAO PE SRK 
Fr OBE BAN A LCS U, 鱗片 の 大 な る 者 は 長 さ 1 cm に 達する 者 
ある る も, iat Ze FE UL, 僅か に 1 mm CET SDH EDPDGETo 

BREECH CEI E 4 oem <, REALE O FLEA BEC EBB 
分 を 貫入 し て 固着 する 者 ある は , BURGE IK CHD NE MU SES EO o 
BIC AIS FLIES SRI IB られ た る 者 に あら ず し て , Hark 
AVRABERO-ELRBY HS, 一 次 的 成因 の 者 な り 。 

本 雲母 の 光 幌 位 は 韻 通 の 悪 雲母 と 異な り , アノ マイ ト 式 な る は 既に BHA 


LD PER, FAKE, AABBKS—#B, 153~161, 1929, 
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の 注意 せる 所 な れ ど る も) LORE BS SRE, MOBLIN G + v + 2 
ー シ 式 に 比 し て , 商 温 に 質 し 安定 な る は , 筆者 の 一 人 (SK) EHSL 
OWENS KO THAD E7210 0 SER PTAS Ae Hila PH IE EIS BERS DB ANEMIC 
(LHS TORE IES 4 SEH A (K SEU HRY ARI SG 
a=1-557, Y=1-605, 2E=22°~32". 

Oo 本 雲母 の 比重 やあ ウエ スト ファ ー ル ・ バ ラ シス に て 測定 せる 結果 は 次 
の 如 し 。 2.966 at 23°C- 

ASM ICI HA TIE C DEFFED ZED (EB ar & HC BP KK S CHD 


GEE AES o 


TE OR he Se 
本 立 武 岩 を 粉 細 し て 孔 腔 中 よめ 雲母 を 取出 し , 注意 し て 不純 物 を 除去 し, 


化 府 分 析 を 行 へ 9 。 其 結果 は 第 一 表 に 示す が 如 し 。 


第 — Eas 
Anomite from Mutsure-jima 
Wt.% | Mol, prop. 

| SiO2 40.11 | 0.6685 600 
TiO, 3.86 0.0482 3 
ALLO, 9.89 | 0.0970 87 
Feo03 | 3.20 | 0.0200 18 
FeO 7.40 | 0.1028 92 
MnO 0.11 | 0.0015 1 
MgO 19.99 | 0.7997 449 
CaO none | 2 CUM Se wells gall ial earner 
N120 2.61 0.0421 38 
K.,0O 9.05 0.0963 86 
WO 1.08 0.0600 54 
H,O+ 2.46 | 0.1367 122 
F 0.29 | 0.0153 14 
Total 100.14 | 

| — 0.12 


1) RAMI, TEARBCAB, 地球 9. 330~338, 1928. 
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第 一 表 に 見 る が 如く , 本 雲母 は Fe。0。+FeO を 10% 以上 含み 且つ MgO. 
を 約 20 SEU THIER EE (Common biotite) Oi BRS SAL 
得る も , MgO の 多き は Phlogopite に 近づけ り め 。 wey . 

ABO DAHOMR PE T, BAO SER EC IS, Al20。 の 10 ca ie 
に 充 た ざる 少量 に し て , ECBREGHKS, 多く の 鐵 苦 土 雲母 の 分 析 を 
見 る も , WS OMS AMISH CHE Oo BAL MBS 充分 吟味 を 要する 万 な 
れ ば , 本 雲母 を 再び 分 析 し て , BAO RB LORE ET SD RRO» 即 
もち 前 分 析 を 行 へ る 時 よめ 8 ヶ月 の 後に , 更 に SiO。, Al,O3, Fe2O3; FeO < 
BIA 3 成分 の 分 析 を 行 ひ た り 。 JR RTEME2 WI AB ABEL IC Hed 
し て 同時 に SiO。, Al,O3, Fe,03;+FeO 及 其 他 3 成分 の 測定 を 行 へ 9。 
其 結 果 は 築 二 表 に 見 る が 如 Lo 

BS as 第 二 表 ゃ 第 一 表 と 比較 する に , HE 

I I め て 小 に し て , AiR LORLO MEAL Hh 
SiOg | 40.02 | 40.14 | Co RISB RICHMAKS Al20。 の 少量 


Al203| 9.83 9.84 
FegOg | 3.21 \ 11.99 | BodABYORR LES SES Lo 
FeO 7.24 A 

H20-/ Li2 0.94 雲母 族 中 Manganophyllite は Al,O, 
| TiOg 3.91 3.84 f 
MnO | 0.12 | 0.10 | #10 ZCHKS SHE L, RrHABZHO 


I 鶴見 分 析 含む Mangan は 分 株 表 に 示す が 如く 極め て 
W AA BT ye UT, 本 雲母 の Manganophyllite に 


入る べき 者 に あら ざる は 明 か な り 。 

EELROU BAM ORR KO, 如何 な る 分 子 式 を 表記 し 得る か の 問題 は , 
現今 に 於 ける BEDS LORE OI UT, 最近 本 問題 解決 に 暖 光 を 認 む る 
を 得る に 至り たれ どる も, MBEMBR SHREK BBD C6 LOH 
Do 


1) J.§Jakob, Z. X. 61, 155~163. 1924, 
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ERLE, BCI Muscovite は , JURA CMROK LZ DBE AH 
物 と し て 取扱 ひ 得 る 如き 少量 を 含む の みな る を 以 て , 此 等 の 成分 を 多量 に 
含む Phlogopite, Biotite Bk Lepdomelane の 如き 種類 に 比 す れ ば , 問題 は 
簡 軍 な 0 め 。 喜 に 此 種 の 雲母 に 就き て は 其 研 究 後 者 に 比 し て SDE HE LU, 
最近 の x 線 研 究 の 結果 に よれ ば , BA CME OM RICES LEK OLS 
ふ を 得 べ し 。 然 れ ども Muscovite & HES, RAIS SHI THRU LY 
生 々 多く 含む 者 に つき て は , 標 式 的 Muscovite に 男 し て 行 へ る と 全く 同様 
DWN CSE LENSPOWD EST. MM EHERROBLCEE 
Biotite Bl OS TlSHAAMED MOLES 5 HIKE O 0 

ARES FE Anomite は 此 未 決 問 題 の 存する 特種 に 局 す る を 以 て , 其 分 子 式 
も 未だ 充分 解決 する に 至ら ず 。 MICHEL FRORBY EM LBRO 
BOMB ALT 6 

‘BD 子 式 

Muscovite 先 づ 順序 と し て Muscovite よめ 参 祭 せん 。 近年 に 於 ける 
Muscovite の 化 謀 分 析 は Jakob, Kunitz 基 他 の 諸氏 の 行 へ る 者 あり 。 Jakob 
は 最も 慎重 に 敷 多 き Muscovite を 分 析 し , 其 結果 よめ SHR IC GEO DERE? 
に は 5 種 の 異な れる 成分 の 存在 すべ き を 認め , BAO Muscovite CHS 
者 は 其 2 EV, LOB ORE SAB Ze O と 論 ぜ 0 。 彼 の 5 種 成分 式 な る 者 を 
見 る に , 最近 の 研究 に よる 線 分 析 の 結果 と は 互 に 相 容 れ 難 き 者 ある が 如 
し 。 チ ュー リッ ツェ ヒ に 於 て も 最近 雲母 の x 線 研 究 を 開始 する 由 な れ ば , WE 
の 開 係る 自 か ら 明 と な る 期 は 達 か ら ざ る べし 。 

7 LE RAO canes は , X 線 分 析 に より 雲母 の 憲 位 衝 子 の 信 か 決定 


1) J. Jakob, Z. X. 62, 443~453, 1925., 64, 430~454, 1926., 69, 403~410, 
: 1929-, 69, 511~515, 1929., 70, 493~496, 1929. 

2) W. Kunitz, N. J. Min. B. B. 50. 413, 1924. 

3) J. Jakob, Z. X. 72 327~380, 1930. 

4) Ch, Mauguin, Bull. Soc. Fran, Miner. 51, 285~332;' 1928. 
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し , 其 中 に 存在 すべ き 分 子 敷 を 推定 し , SHI WN LCRA SEA 
OUBDR LO, 1 分子 中 に 含ま る ヽ OFF 原子 は 12 個 な り LOMR OH 
見 せめ 。 此 性 質 は Muscovite の る み に 限 ら ず , BAMKABNC HO TRESS 
者 な め 。 此 結 果 は 雲母 の 分 子 式 と 其 結晶 構造 と を 導 究 せ し む る 上 に 重要 な 
る 一 現象 に し て , こ れ が 色 め に 其 後 の 研 完 は 半 し く 促 進 せ られ た 0。 即 も 米 
の Pauling は Mauguin の 結果 に つき て 参 慮 し , EKA COBRMORR® in 
BELT Muscovite の 結晶 構造 を 老 察 する に 成功 せり 。 猫 引 き 績 き マ ンチ モエ 
スタ ー に 於 ける Bragg BAKO Jackson 及 west は Pauling ¢ 332 OWE 
ck © VBR BAER BBR Oo IEE 3 PAO MIT OMe BRT 
ば 第 三 胡 の 如 し 。 


Bo Boom 
Mauguin Pauling |Jackson and West 
d(o01) 9.94x2 A - 19.95: A 
a : 5.17 5.19 A 5.18 
b 8.94 8.99 9.02 
c 10.06 x 2 20.14 20.04 
(a,c) 98°6 96° 95°30’ 
BS ZEAE IR 1928 Feb.,1930 Dec., 1930 
Muscovite from Fuchsit Muscovite from 
(Balizon-en-Lubersac, bearer te Hundholmep. 


«FORK O Jackson 及 West OBL Te BDL FOR ERIS 932 x 
10°4@A3 に し て , 其 中 に 存する 分 子 は 4 個 な り (Mauguin OYE ICME 2 fH e 
な る も doo を 2 倍 し て 4 個 と する を 適 営 と すう 。 
ili UC Pauling の 決定 せる , Muscovite の 府 面 に 下行 な る , 原子 排列 面 中 


に 存在 する 原子 の 種類 と 其 敷 は , 第 一 園 の 如 Lo 


1) L. Pauling: Proc. Nat. Acad. Sci. 16, 123~129, 1930. 
2) W. W. Jackson, J. West. Z. X. 211~227) 1930. 
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Muscovite の 原子 は 第 一 園 の 如く 排列 し 


= 
60= 且つ Mauguin の 輝 べ た る 如く ,1 分子 中 に 
eae F-) 酸素 原子 12 個 存 する 者 と せ ば , Muscovite 
oe の 分 子 式 は 


40-+2 (OH F~) 


+4 _ 
op a le KSisAlsOw COHE), 


2K と 記す る を 得 べ し 。 然 れ ど も アァ ルカ ヵ リ 金 局 

原子 の 敷 に 相 営 する Al は ,Si の 位置 を 置換 し 得る と の 結晶 構造 上 の 意味 を 

も 示さ ん と せ ば 次 式 は 一 居 可 な らん 。 
(OH) oKAly CAISigOw) ee (1) 
以上 逃 べ た る XB OBS BALE OAH IC, 天然 産 Musco- 
vite OLB EO, (1) 式 に 相 党 する 化 幌 式 を 作り た る 者 が , 4 個 存在 す 
る や 赤 や を 検 せ ん と す 。 

Miask HE Muscovite を Kunitz の 分 析 せ る 結果 は 


Si0g=45.26, TiO2=0.33, Al203=35.80, Fe203=1.97- 
FeO =0.92 MgO=0.35, K20=10.10, Naz0=1.27, 
1,0=437, ° F=0.50, Total=100-87, 


EV o 
_ 此 化 唐 分 析 の 結果 よめ 分 子 比 を 算出 する 場合 に > SiO。 HUT 便宜 上 
600 と な す 様 に 他 の 成分 を 算出 する 時 は 


Si0g=600, Al203=279, Feg03=10, FeO=10, MgO=7, 
K20=85, NagO=16 HgO=193 F=21. 


9, REO RBKEAMLAI Fe.Os は Al。0。 CINE L,FeEO+MgO 
は 他 の 量 に 比 し て 極め て 少量 な る を 以 て , 選 を 除去 する 時 は 次 式 を 得 
COH) 40g CK,Na)yos (Mg, Fe),7CAL, Fe) 357 AS OR 
or (OH).(K,Na)(AL Fe) .CALSIgOid ee settee (2) 
Rt x 線 の 参 宗 よめ 導 か れ た る 1) 式 と 一 致す 。 叉 (2) ROR FRE 


/ 
. j 


RR BK Bert 


M=399-8 %S%UT Mauguin OW te d BALE ON & © 


Se eee 1595:8 
1-64 10™™ 
7B 7 AT HALLE FP O5r T OBIS 
phe | 1595-8 = 4-01 
399-8 


BM 4 MAS Oo BS XPS ORME S AKL RR Muscovite OAL 
分 析 の 結果 と 一 致す る を 見 る べし 。 
Phlogopite. 次 ぎ に Phlogopite KMS THBCA Phlogopite を 
Muscovite € L6H LTR Uk BEE SRS, 前 者 の 含む Al20a の 量 少 く , MeO 
DH SHH? Oo HIE Pauling OFFS Phlogopite Pauling は と れ を 
Biotitc と 言 ふ も Phlogopitc ¢ $4. 2iHR tt) の 結 唱 構造 は Muscovite CH 
ける 主要 Al20。 を MgO に て 置換 せる 者 な め , 即ち 第 二 賠 の 如 し 。 
第 二 園 より Muscovite の 場合 の 如く {et 


(Paes 

60= 分 子 式 を 求む る 時 は 

3Sit4+alt3 

4 0O=+2 COH-~, i i) (OH) .KMg3(AlSig0i0) Sy 4 (3) 

6 plese s S as 

eas Pio FAR Muscovite D C1) 式 と 比較 

29Co:+4 +3 

ee) する 時 は , 酸素 原子 12 (Be tok FEI HB 
pee 4, SBIR £ DRS Phlogopite の 場合 は 8 個 


te BIZBUT, Muscovite の 場合 は 7 MAE O o 此 の 開 係 は 天然 産 雲 母 族 の 化 
BL) RAIL CTS SS PRC UT, 鐵 及 苦 圭 を 含 まざる 種類 と , 此 等 
に 含む も の と の 間 に 見 ら る ゝ 重要 な る 差 豊 な り 。 
Mauguin の マダ ガス カー ル Ambotoabo ME Phlogopite より 得 た る 単位 
TAF O RS 
doo = 10-08 x 2 AG dh a Oe A aa ool Sar 
c=10.24x2 A, Care) =100°2 


な め 。 此 X 線 分 析 を 行 へ る 雲母 に つき Orcel OUBTHLT SS BHO | 


\ 
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も , 其 閥 表せ る 者 に は 活字 の 誤植 あり て , HIND SHAT, 故に 余 等 は 
Penfield の 分 析 せ る Rossie の Phlogopite の 化 賜 分 析 を 代用 せん と す 。 
FEC BL SF id. 


FeO=7-62; MgO=21.47; K,0=10-14 Na gO=0-57) 
H,0=2.47, F=400 BaO=0.04 Total =102-26 


eke kO Muscovite の 場合 の 如く SiO, 2 600 と せる 分 子 比 を 
BT SHES. 


SiO, =600, AlgO3=113; FegO3=6, FeO=94, MgO=476) 
TiO2=13, Naz,O=8; K,0=96, H,O=122, F=186, 


Lik O MBK MINS SIEAKOM Lo (但し TiO, tk 2 RE BOMME 
DPIBALO 。 次 に 輝 べ ん と する Biotite R Anomite の 場合 も 同様 な 
9 其 理 由 は 後に 記せ ん 。) 

(OH) 490 (K,Na)oos CMg,Fe Jago CAL Fe sgC Alooo Sicoo Ooo) C4) 
EXIT Si を 置換 し た る CAlt+ Fe) の 残余 は (MgtFe) E FECHA 
別 し 得 る 者 と せ ば 次 式 を 得 べ し 。 

(OH). CK, Na) (Mg, Fe)g CAI, SigQi) ERE (5) 
即ち Pauling の 理論 式 と 一 致す 。 
今 (4) 式 よ め 分 子 量 を 算出 すれ ば M=444.19 な め , 比重 は p=2:950 


な る を 以 て 
PN CS 
1.64 x 10~ 
“. n= 4-00 

即ち 寧 位 格子 中 に 存在 する (4) 式 に 相 富 する 分 子 は 4 個 な り 。 BNE 
Phlogopite の 場合 に は Xx 線 資 料 よ 0 め 得 た る 参 祭 と , (BDH E OK ARE 
果 と , 一 致す と 言 ふ を 得 べ し 。 

DY bik sk } Sire CREME, Muscovite と Phlogopite & (& X MRF 
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Mik OMG BEBME LOB と, KAM OLB MOM L ORI, i 
足し 得 べ き 連 絡 を 取り 得 た り と 言 ふ を 得 べ し 。 然 5 ら ば 同様 な る 方 法 を 以 て 
音 土 の みな ら ず , 鐵 の 含量 多き Biotite CHSC 3, 同様 な る 結果 を も た ら 
し 得 る か を 槍 せ ん と す 。 
Biolite Ural, Tscherbarkul 産 Biotite は Mauguin の X 線 分 析 を 行 ひ 
た る 者 に し て , EMME OBRSKOM し 。 ; 


dion =10.03x2 A, a=5.30 A, b=9.21 A, 
c=10-16x2 A, (Cacd=99,° 9=3.043 

この 雲母 に 就き て Orcel ODA FT SHE-RISZEO RM し 。 
Si0g=37.40, TiO=1-61, AlgO3=13-23, Fez03 =7.09, 
FeO =12.77, MgO=13:30: Na20=0.38, K20=11.18; 
H20=3.50, total=100.46 


この 分 析 の 結果 を phlogopite の 場合 の 如く 分 子 比 を 算 貞 す れ ば , 
Si0,=600, AlgO3=125, Fez03=43, TiO2g=19; FeO=17L 
MgO=321, NagO=6 K,0=115 H,0=187 

75.00 4 Phlogopite ¢ AW25 S1CEAK 2 fetus, 

COHD ara CK, Nadow (Mg, Fe’, Fe”, Ti CAlese Signo O200) 
or (OHD; si(K, Na)s,1CMg, etc)e.99CAlt.25Sis,o0010,00) °° *** “(6) 

を 得 , WBE Fe” は 全部 Fe” と 同様 に 取扱 は ざる べから すず , MUT ALE 

HLT, 猫 0.25 OROHO. 今 (6) 式 よめ 分 子 量 を 算出 すれ ば M=498-8 

Oo MULT RHA OR t HI EO 


VxP__ 1816-9 
1-64 x 107" 
な る を 以 て , BALE F POR F Be LEE 
Pe 2lOlG-9 2.64 
98-8 
を 得 て 4 WE BAILS, MILI ROR EK & (BEL S AG OH 
に あら ざる か , BRIS Mauguin LOM SBA AO ICAL SD, — 


E 


| ‘ a 

ny ce 
| 4 
as 
‘ ; ‘ae 
: 

\ 
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AITO NK BPE S SND GF 
猫 基 他 Biotite の 5 BORAAICED HIBS C, Phlogopite 理論 式 を ・ 


Biotite の 場合 に る 適 應 し 得る や を 松 せ 9 め 。 然 れ ど も 皆 満 足 な る 結果 を 得 


HEIL SO So KRIE Al。0。 OH SIO, CIEL TA % 0 BRB L, IIA 
の Al は Fe” CFb Caan eb 2 RF LSC MRIS SOND GS AD 
上 難 を 生じ , OFT OCA SRM LIS RES DRO 
叉 一 般 に H,Ot の 量 少 く , 分 子 式 に COW), BEES AC HEAR A, L 
ー つ の 注意 を 要する 万 な め 。 

; 第 四 He 


eee, VX HK UHR 位 格子 中 に 右 
Biotite! の 産地 164x 10-24 BES rf oon aks 
Lukmanier® | 1723.7 477.7 : 3.61 
Loderio * 1735.7 453.3 3.82 
Vol Calanca* _ 1787.6 496.0 3.60 
Gotthard* 1800.2 486.7 3.70 
Tscherbarkul 1816.9 498.8 3.64 


* これ 等 産地 の Biotite DHARMA ia Niggli, Lehrbuch der Mineralogie 
Il, S. 331 を 人 参照 そら れ た し 。 


Anomite, 最後 に 六連 島 産 Anomite RS THAT RYBRUYL, It 
化 由 成 分 は 筑 一 表 に 示せ る が 如 し 。 これ ょ よ 9 分 子 比 を 算出 すれ ば 
Si0。=600; iO2== 3 Al20s3=87; FeaOs=18, FeO=92, 


MgO=449, Na20=38, K20=86, H,0-=54 H,O+=122, 
F=14. 


な り 。 こ の 分 子 比 よめ Phlogopite の 理論 式 と 同様 な る 式 を 作ら ん と せ ば 


Ti は Mg (CUISEL, H,O- は H,ONCMBES SND Ed, 其 結 果 は 次 
の 如 Lo 
COH,F) 56 (K,Naoug (Mg,Fe”, Tiss5 AIR Sigoo Onxoop) 


に し て Phlogopite DEP im ¢ WEA SEL, 其 分 子 量 M=398-6 と 比重 2.966 


eo oe ee ae 165C11) 


を 用 ひ , ABO BUF ORE Biotite Bees LR 2 fal BR 7S BA & BRE 


UT, 其 中 に 存在 すべ き 原 子 敷 を 算出 すれ ば 
NE TTS 
1.64 x 10-™* 498.6 
な る 値 を 和 興 へ , Biotite の 場合 と 異な 0 り , muscovite 及 phlogopite ¢ 本 


思 位 格子 中 に 四 個 の 分 子 存在 す と 言 ふ を 得 べ し 。 

Anomite OBR EKOGFHLT, 其 成分 は 環 通 の Biotite よめ 0" 
Phlogopite の 方 に 稿 々 近 け る BLAS 得 べ きも , Mauguin OW 
る Biotite DBMS TOMI UTS, 上 記 の 化 由 的 一 般 性 質 を 満足 する 
能 は ざる を 以 て , Mauguin の Biotite CHF S BAT ORE HRT 
必要 を 感 ず 。 SHOE EO MDS » tame OTS, HRS AA DEK 
する に は あら ざる か 。 

F. W. Clarke (d(b 099738 & 6 bi 3 種 の 雲母 に 対し KODFH 2M 
AKO 6 


Muscovite AlgKH2Sig012 
Phologopite  AlMgsKH.Siz0r 
Biotite Al aMgoKHSi 30 


この 3 式 に 於 て Muscovite と Phlogopite と は 結晶 構造 上 よめ 導ける 者 と 
一 致す れ ど も る も, Biotite OKLA Xx 線 分 析 の 結果 より 論 及 せら れ ざ る 形 
7E% 6 ABI ASK e CBD EO FX と し て 可能 な り と し , 其 分 子 量 を 以 
て 第 四 表 第 二 縦 列 の 値 を 除 す る 時 は , 4-12~4-85 の 値 を 興 へ , 45 OBDS 
Bi ULHES, 天然 産 黒雲 母 に 於 て の 如く , Fe を以て 理論 式 の Mg 及 Al を 
置換 する 時 は , EIS UC, PHS 4 4 に 近づく も の t Bisbee 
Lo FROM Clarke の Biotite CHT APFAKS, AVRO S 6 O 
に は あら ざる か を 思 は し む 。 

要する に Anomite の 化 幌 分 子 式 は , Muscovite 及 Phlogopite の 場合 の 
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如く , BAST Plc WT % SAL, IEF THE Phlogopite ¢ MIAO & O 
OA LSBNGOLS> &, 未だ 決定 し 得る に 至ら ざる な り め り 。 恐らく Phlo- 
gopite と Biotite t DBNAEBICI£ 6S OD CHA 5D » も, Biotite TF 
HAPPILY SAA UCHS CSE Mim IC IL BA SHEE S 47% Oo 但し 本 論 
(LANZEBHE Anomite (= 8 Ural  Biotite の 寧 位 格 子 の 値 を 用 ひ 得 る と 候 
定 せ る 場合 な め , 筆者 の 一 人 は 高根 四 士 と 共に 既に 本 Anomite D BHF 
の 概 測 を 終り , 更に 普通 Biotite と の 隔 係 を も 知る を 得 た れ ば 近日 更に 大 
結果 を 報告 せん 。 


ESSE sah © Ets 
HHEAICNST SZiREOSe (2) 
Meat A Se oh 
a eR 
ABRE TAMURA RO 参 案 せる 装置 の 二 種 に し て , RAS 
中 に て 冷却 せる 話 融 物 の 直 衛 7 mm 長 さ 20 mm の も の を 使用 し , また 加熱 
速度 は 熱 的 毅 化 を 測定 し た る 場合 と 同様 に 3 分 に 10'C の 割合 な 0 。 
SUES ARSWIRAL IS & SUERTE し , 特徴 ある 傾向 を 示す 玄武 洞 
産 立 武 岩 , RAE BAVRERO PLEAD ARAM RTO 曲線 を 掲 
げた り 。 何れ る も 約 650C KO ACM LAR, 温度 上 昇 と 共に 順次 稿 度 
を 減少 し , BEB KS S BERO ME OFS I=, RESIZE CHI 700°C & 
D LEO Mii ART o RUTH 850°C & OH OM HBB LS. HU hb 
の 温度 に て は 曲線 の 傾向 相 赴 す 。 即 も 玄武 洞 産 は 約 950C & OOF LS 
SLE O Mani aS し , 長濱 産 は 温度 上 昇 と 共に 不 規 則 な る 曲線 を 奥 へ , 野 北 産 
は 約 700C 以上 に 於 て 見 掛 の 政 縮 著しく 900°C 以上 は 測定 不可 能 な め 。 FC 
村 産 の 曲線 の 傾向 は 玄 武 洞 産 に 類似 し , 視 清 産 は 野 北 産 に 類似 す 。 然るに 
HEAR O Veriamete & 7. #7 850°C は 球 題 基 結 曲 が 析 出す る 温度 に 相 党 し , 再 


RR is “16 


Obie K & te BHI 950°C は 其 の 結晶 が 分 MES ECHR T AKO 


第 2 男 


i 

pee SES NEL ee Poe 
Pe Sea Reas 
Pt tt a 


LINEAR EXPANSION IN % 


HERS Rees 
Del tel pies aaa eee 
[=a = 
i |_| 
gue gi 
be 
aa 
|_| 
a 


BASALT anos 
GENBUD 
EAST 

ROM NAGAHAMA. 
aula Dhl cn 
rRoM NOGIT 


0 200 400 600 800 1000 1200 
TEMPERATURE IN °C 


echo heat (CX S PAAR eR 


EHO MN < RAMEE T 
る 場合 は 約 700'C U LIER OM 
表 は さ ヾ る を 以 て , HO RAK 
か ん が 急 め に 築 五 賠 に 示す が 如き 
禁 置 を 用 ひ た り の め 。 

禁 置 の 主要 な る 部 分 は 電気 嬉 


|| | Cm), 石英 ケラ (OX BREKGp), 


A&-Aee rs 9 2 AES CTh), 
Sei (Fu), Bi OM), PSE Cw), 
ス え スケ ー ル (S), 及び BRBCT) な 
Do WEL HR zt OBA 
は 賠 に 示す が 如き 切込み を つけ , 
= クロ コム 線 に て 固く 纏 9 つ け 固 着 
せしめ , 上 部 の 石英 グラ ス 管 は 固 
定 し , EL OMA RCS enti PAB 
の 石英 ゲラ ス に EL, SBC 
TAF—-VXOB RRR O. F 


BPRS SEO 7c iO EE PGE 6b LO aE UT BHAWAN lh eat 


な さ し む る 役目 を な す 。 


本 装置 に よる WHEOMB IE LKED BSD I, Biwi — AR を 行 へ 0。 
第 一 の 官 葵 は 試料 の 代り に 石英 ダグ ダラス を 用 び ひび, 同一 な る 方 法 に て 取り つけ), 
BE? LHL: HOWIEE LINNEY 0 MOCHKOMSEs LCA 
上 の 誤差 の 範 園内 に 在り , FRY 7 AOKBLYRT SDBRILANOY 。 
第 二 の 富 験 は ブラ ジル 産 石英 の 側 軸 ce の 方 向 に 就き て 熱 膨 上 須 ゃ 測定 せ 0 。 
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HEACTERO MBN IS UTR LEZ OSHRD 9 0 OWEN L Le Chatetier 
の 値 MOS BICAEL SALES HE}, RBAEONE L (2 非常 に よく 一 
BL, 470°C に 於 て は 全く 一 致し , 600°C CM TRBIMED NE 0-017% に 過 
Ws io i ぎ ず 。 WEBLO tel 
& OPROBMENK & 
る 面 角 の 値 を 算出 
し , 其 の 値 を Rinne 
の 直接 に 測定 せる 面 
10] 角 の 値 と を 比較 し , 
RIE SE re Ce ee 
| bi = Lem Oot 
PU TCRRE OF 
OL LRAT S 
に 足 ダ べら 
AMEE DOBLE 
料 の 取付 け 方 法 著 し 
MIMIC SI LIL 


MW ew ee 


て 更に 改良 要する こと な り 0。 

第 六 園 は 次 験 結果 を 示す 。 各々 の 曲線 に 就 て 観 祭 す る に 曲線 の 傾向 何れ 
も 類似 し , 約 650C より 急激 に 膨 須 し 始め , #9 800°C Ic CaS EU, 約 850 
"Cl TK HRRERS t 750, 再び 約 950C よめ 念 激 に 膨 須 すす 。 褒 約 1050°C MISE 
に で て 急激 な る 膨 肛 稿 々 綴 慢 と な る も の あり 。 然 し て 視 験 結果 は 示 差 膨 肛 計 


1) H. E. Boeke, W. Eitel, Grund. Phys. Chem. Petrographie, S. 166. 1923, 
Berlin. 

2) S. Kézu, S. Saeki, Sci., Rep. Téhoku Imp. Uniy., Ser. III, Vol. 2. 

3) REDE, 高根 勝利 , BADR, 第 一 巻 , SHH, 昭 4 年 。 
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に よる 結果 (第 四 園 うに 比 し , 比較 的 満足 な る も の な の め 。 MDSMECKRO 


る 約 700C~850'C (ISO SHAS, MARR ONE 800C° を 境 と し て 行 
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FHC RH GARae Swe 
EE 


BEOR Res 
BERer Ua 


EIR enn zerV ag 
|_| Baa ERR eZ 
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(ee 1 kD 
Pe Memeoue-semsr 
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eal ty rate 
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HAS 


"200 400 600 800 1900 
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PAE WY ESE TIC XS BAR AR 


は る ・ ゝ こと を 知 
9, また 約 950°C. 
以上 の 牙 縮 或 は 
不 規則 な る 曲線 
は , 試料 が EL 

< 戦 化し て 形 を 
BS DRT, 
其 の 測定 値 は 信 
頼 し 能 は ざれ ど 
も , 曲線 の 傾向 、 
よめ 約 950© よ 
se WBC AT Ae 
L, #2 1050°C Mt 
近 に て 基 の 方 向 
PERS B 240 
得 べ し 。 

A WS We th BR 
(第 六 園 ), AY 
$Me aS WHR 

S—EDRUBI 
SENTRA Otis 
CH FE He 
PHT ILE 


f 
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EI = ca 
PUNE, Puy BM RU RAMAN OF RO He 


a Is Ake we Wy RHE Weck Bi wy) Wi FE 
#7) 650~800°C に 於 けり | 約 750~800°C KG 


| Sete SMR  、. る 吸熱 
| ee eee C に 於 け D Ee CKRG SMO BATH 
ens eee ERIUIRIS Oh 


¥4 1050°C 附近 に て 委 | 約 1000~1050°C KK : 
Whtr SIWKEYED 2 tee | FB BAR 1S Ce AT HA 


三 表 に 示す が 如 Lo 

上 表 に 示せ る が 如く , 約 650~800 
°C の 間 に 於 て BARA & KES 約 
750~800C に WRAABME e 件 ふ こ と 
は 明か に な り た れ ど も 題 微 鏡 的 に は 
廃 明 す る こと 不可 能 な り 。 約 800~ 
850°C ASU Seti ls ORR BF 
出し 人 開 熱 を 件 ふ 温 度 に 一 致す 。 SK 
に 膨 肛 し 始 む る 温度 約 950°C は 殆 ん 
CRMEMER DE SHS SH ども , 
球 矯 薄 結 唱 分 解 し 始 む る 温度 な め 。 
Riz Bs © BIRR D 75 約 
1050°C (ite RAKE OTL L, BERR 
{be FE mI TS BORON 


cM. 


READING 


SCALE 


9 0 200 400 600 800 1000 1200 Lo ¢ 
TEMPERATURE IN °C 
oe ee ee Fe CT (Riel YN es Meee 
Le SIAR SHE 同一 試料 を 種々 な る 温度 C770°C ,820 


°C, 830°C, 1100°C) に 繰返し て 加熱 し , 測定 も た る 結果 に じじ て, ス ぇ ヶ ケー ルル 


a a ek ae “ana 


Di & HIE & OBMRIS THES & O70 0 AUTH FMOMMNE TH 
(SF HARES AB & 0 HERE Oo 曲線 ASC AeA RL mA ARRLS Be 
せ ざ れ ど も 約 650C HRA So HBR 2 は 曲線 1 に 其 の 傾向 類似 すれ ど 
8, 650°C 以上 に 於 て ABNER 4 Avs 0 & 曲線 3 は 約 650C~720C [ZBI 
な る 部 分 あの, 720°C に て BAIA. 以上 三 曲 線 に 就 て 失 る に 770°C 
(HS SIGARAS SMA L, Aa — ~ORRBISA*% 1-2 cm, 1-0 cm, 0:48 」 
cm 769 o 曲線 4 も 赤 不 坦 な る 曲線 を 示し 830°C & OUGHT. bsto an < 
Mee PERS と 共に 約 650 で C よめ 830°C COMME IER L, Hiv 
& FEMA Ae O WeHiO = FA Ke DAE BARRE IC dy D DH SPL Le BMS eS 
る は 興味 ある こと な の 0。 
6. 理 酸 に 折 す る 溶解 度 

SAAS CEE VIR ARAN LU, 水冷 せる も の と 容 気 中 に て GS 
MLS LO. 二 種 を 使用 せめ 。 然 し て HAE ORD Ze EC At, 水 
inte > Tl CUBE U, S338 Wate iC, 次 に 30 FEO WII UT, 種々 な る 
温度 に 一 時 間 恒 温 に 保ち て 盆 准 せ り 。 

害 肉 方 法 は 一 定 の 大 さ の 試料 3 He LO, 2AOBMBAKBH 100 c.c 中 に 
入れ , 常に 98°C ROM § RB SB FB LK OD » BR 

第 a KR 


FORKS coe gy HGR at 
Cay AMER ose | の 溶解 世 RAL OE aoe 


2) Se CE ®) 
OS 172764 1.2724 PAA fc Yor gal D> 
23-39 3. | 1.8608 | 1.4392 \ey5q3e oe RE ee ELD 
39-52 3 1.5340 | 1.4660 |\¥j404% ” Fah, © ee 
52-72 3 1.5314 | 1.4686 | 約 30 分 後 » | 百 色 粒 の み 
72~100! | 3 1.5312 | 1.4688 | 約 25 分 後 ” | » 

yar 1.5312 1.4688 約 25 分 後 ” ” 


100 — 120 


FEEL, VERBICE F る 溶解 度 を 決定 せり 。 
次 験 に 使用 する 適 営 な る 粒 の 大 さき 及び 紀 酸 水溶 液 に 浸す 時 間 を 決定 する 
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He CRB 21 ~ Oo HOMRSRORICAS 0 - 

HICRT DMN MOKA vi LAB LIC MASP A BL, 52~72 メ 
YP VAC LO, BEB OSHA ASE ¢ Zo SUES HL, 52~72 
メッ シュ に て は 約 30 分 な 0 o BACAR ERLOK SIS 52~72 メッ シュ 
慮 理 時 間 は 一 時 間 を 以 て 適 党 と 認め た り 0。 

PRBS TAM LES LOCMTORBERZE 0 0 


第 五 表 
Hn Fayed BE & VAREE & OBA 


ge SURHRIR) 溶解 量 | 溶解 度 ; 
COR ae 


MRMe TSO 3 | 0.7249 | 24.16 | 白色 粒 と 黒色 粒 と を 混 ず 。 | 
gh0G | 8 1.60155.) 052 | eS Ce 


BANKS Ute SRB BT O IMBIBE & WME Bt 
ROREO CLEARY RS BORO o 


B 太 表 
A. 加 熟 湿度 と 溶解 度 と の 開 係 


NG APR | YS Re OE | YE fe OE y 
兆 内 ‘ 
ii 2h 38 度 CR) FD % Re 湾 の 外 B 
MERE SY O 3 1.4686 48.95 自 色 粒 の a 
600 °C 3 1.4492 48.31 | 
650 °C 3 0.4779 15.93 | 黒色 fete 2 4 
700 °C 3 0.2862 9.54 | 僅か に 特 
840 °C 3 0.0204 0.68 | Mitr oaa 
950 °C 3 0.0340 me: » 
1050 °C 3 0.0596 1.99 » 


B. RHR YSiLOr BROLBAMK 


——«(BORHR 
feels | Bet 
| CR 


3 AlgO03+Feo!03+ 
CK) SiO» TiO2 ' CaO 


te at 
eee oy 量 


0.0330 > bos re 
14| 1.4951 (Fe2043.TiO。 aap) BEF | yet | 0.0033 


> 
J 


ざる も の 


oe 


BFE 報 . 
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C. WAKO Bap 


MAGE SRKMC oO) SiO2 


試料 採取 量 Al204 +Fea pecan 
SAR CR) Sie 


CaO | MgO | #& # 


mee | 14636 | 0.0070 | 0.9045 


650°C 0.4779 0 0076 0.3196 
700°C 0.2862 0 0070. 0.1758 
840°C 0.0204 0.0032 0.0940 
950°C 0.0340 0.0082 0.0171 
| 1050°C 0.0596 0.0152 0.0209 


| 


0.2595 | 0.1812 | 0.0970 | 


0.0834 | 0.0452 | 0.0223 
0.0559 | 0.0352 | 0.0117 
0.0051 | 0.0023 | 0.0004 
00040 | 0.0060 | 0.0037 
0.0019 | 0.0165 | 0.0051 


PIN SAM Ute SREB OD DBE 
第 八 fal 


m6 200 400 600 800 1000 1200 
TEMPERATURE IN °C 


IMD L te S MED © hn Fe BE 
と 深 解 度 と の 開 係 を 示す 曲線 


溶解 度 と の 開 係 を 表 は す 。 
水 准 し た る ま ゝ の も の は 基 の 
ARIE 48-95% に し て , HORE 
WLS aD SiO, (97-62%), 少 
HO ALO, 等 より な め , 他 の 
Wt (SIG AL EVEHES o 600C に 
一 時 間 加 熱し た る も の は 殆 ん ど 
BPE <, 650C (CHET HIE 
Wy L, 840°C BACK Tk ED 
ARE 0.68% t 750, 然し て 
950°C 及び 1050°C に 於 て は 順 
炊 に 増加 す 。 ま た 各々 の 成分 の 
(SAE RIS CaO 2° 840°C & O iin 
JE LS ESE ew TD 
も の を {除き て は , 何れ も Lat® 
も の と 同様 な る 開 係 を 有 し , 
600°C~650°C の 聞 の 温度 より 減 
少し 始め , 840°C に て 最小 値 を 


示 し, 温度 以上 に 於 て は 僅か に 増加 す 。 此 の 如く 840°C に て 浴 解 度 最小 に 
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ES ALAM BME, SBE A IBLEE D ANIL KO 結晶 析出 に 基 因 する も の な 
る べく , また 各々 の 成分 の 難 溶 解 性 より 直接 或 は 間接 に 結晶 作用 に 開 係 し 
る も の な る べし 。 CaO が 840C よめ 1050°C & CIRRABHEN 75 Blk 

約 1000C に 於 ける 結 曲 析出 に 闘 係 を 有する も の な らん 。 
LOAN ¢ BUSS 650°C~800 C IST BIT dtr, HE OMAR ARE 
L 3 #9 750 C~800°C (CAST RABEL Ze FRO, また 約 800°C~850°C に 於 て 
hit L BEAWBAL Ze FP So これ に 反 LC HRABIE EES BPS APIE(S 600°C~650°C 
KO 840°C EI TEMEIIC WUD L, & A Wt OVS ARE } DER EME 2 a 
UT, 650°C の 温度 よめ 棄 に 結晶 作用 行 は る ゝ と な さ ぐ ざる べから ず 。 
従 て 約 650°C~800°C に 於 ける 膨 上 或 は 吸熱 終 化 は 結晶 作用 と 同時 に 行 は 
る ゝ 分 子 の 分 離 (molecular dissociation) に 基づく も の と 疹 へ ら る べし 。 
然し て 結晶 作用 に 基づく 上 政 縮 或 は 開 熱 細 化 は 基 れ に 比 し 比較 的 僅少 な る を 
以 て , 曲線 上 に は 表 は れ ざ る も の な らん 。 BERMORBICHT HSK SD 
加 く 約 650C~800°C の 間 の 温度 に 加熱 を 繰 返 す と 共に , 其 等 の 温度 に 於 け 
SACHA SMB iw L, & TILE OMAR O po € JES ABLAZE B 部 分 を 生 
ずる は WIEROPMO BRD AMOI DS LORS ¢, 其 れ よ り 
UT 8 #3 650°C & O #aHHTEJN E molecular dissociation と が 同時 に 行 は る 


“ SEDLBERGSRL, 


BIC BRAKE BAK L LIARS OIC RAINS CHES LO » AGH IS 
IPED 6 OKIE UMBDIC DIZ UT, 前 者 は 後者 の 600C と 650°C の 溶解 
度 の 中 間 に 位 す 。 此 は 宏 気 中 に て 自然 に 冷却 し た る 程度 に て は 冷却 の 過程 

に 於 て , 結晶 作用 に 闘 興 する な る べし 。 

7. 結 fi 

1350°C (2 CXRBE UT 4 OVI, HORUS ROO fa 

DKON BC, 常温 より 1050°C & COAMYEMU, SCE AD RRES, BUN HE 
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BEART S A PAGES O EB 2 9T-~ 0 。 AN BMELRIBEE MD ALES & & 
(SHES, 何れ も 類似 し , ROWEMEBLRALDO ES. 
1: 約 700C~750°C Ici BEA 
2. 約 750°C~800°C ICAU SMRAL 
3: 約 800°C~850°C (CAR 4 AN 
4 約 1000°C~1050°C (SU SB EA 
#1 700°C~750°C (SO BERS KA EDE GAG 
#9'750°C~800°C. LANG % RAMU molecular dissociation に よる ペ べく, Al 
IH OU PRIS SARE OME, 結晶 作用 は 約 650°C より め 始まり 
其 れ と 同時 に molecular dissociation 行 は る ゝ も の に UT, 結 品 作用 に 件 ふ 
傘 熱 化 は 比較 的 僅少 な る が 政 に 曲線 上 に は 表 は れ ざ る も の な らん 。 
約 800°C~850°C に 於 ける 交 熱 は 結晶 析出 に よる も の な り 。 古 徹 鏡 的 に 
は 加熱 せ ざ ぎる も の と 殆 ん ど 選別 し 得 ざ る も の ある も, 就航 性 質 の 類似 よめ 
kG < AR EEA OD CH) 75 Sdn Fe HES SEG Avo 


#7 950°C (LIA TISAMRILEBS OHSHES, BIER RRB 


祭 の 結果 , Para Be (Saal (SA AREA 2% BS 5 

#1 1000°C~1050°C. CHS U 4 BEAMS HIRLO & O L Fe 7% SitedaBe Si FO 
析出 に よる ベ べし 。 
RRR =e BREE MAB IEC 著しく 影 舞 する も の に し て , 水冷 し た 
る ます の も の は 大 部 分 SiO, & OK DBL B L, 他 の 成分 は 殆 ん ど 溶解 
する に 反し , 加熱 温度 650°C よめ 飼 激 に 溶解 度 を 減少 し 始め , 加熱 温度 上 
昇 と 共に 順次 難 深 解 人 性 と な り ,840C に て は 殆 ん ど 溶 解せ ざる に 至り , 青 び 
それ 以上 の 温度 に 於 て 僅か に 溶解 性 と な る 。 此 は 工業 上 の 立場 より も 興味 
ある な め り 。 ま た 座 気 中 に て 自然 に 冷却 し た る も の ・ 浴 解 度 は 水冷 せる も の 
IELIGDICME UT, 前 者 に 於 て は 冷却 の 過程 中 , tad TEF IC DIELS © 
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と を 意味 す 。 

OIA, 本 研究 の 進行 は IEEE CARBS AME 小川 若 三 朗 
MEM CROMER 依る も の な り 。 耐 津 仮 証 先 生 に は AIRES 
iB MBM WS O10 WICMATHRERS, LEBORLM LIS 
PRAT A EDL U ISEB ECS Bt LURE OBER BT 


NRREAIROE DECHISSRILICHT ©) 
石炭 の 酸化 或 は 加熱 に よる COo OME 
Bet BRGeK 
APRIL EA TSB 2 報 に 於 ける と 同一 の 目的 を 以 て 測定 せる 本 右 敵 の 酸化 
或 は 加熱 に よる COg OMBREOBMEI BM TUN, 次 で 既に 記載 せる 諸 
BB ORIRICIES As Aa BARA ENS BS TB PBA HARK imi BEALE So 
1. BILERO CO, OBR ¢ ICE CORR. IER eR Sle 
0, 56S (140-095) g の 試料 を 第 1 ANCAU ooo Ss HR TA 
1.9 cm OAMRIIRY, Ze EOUMIE CHT 1 EASA eR SC AR 
化し , PRICK SB REE C1 RBMBME) を 測定 せり 。 次 に か くし て 
得 た る 酸化 試料 は 容 血 より 取り 出す 事 な く , そ の ま ゝ に て CO, O*SIB 
度 の 測定 に 使用 せり 。 面 し て 測定 の 方 法 は 第 2 報 に 於 て 逃 べ た る も の と 同 
様 に し て , 其 加熱 速度 は 5 分間 に 10°C な め 。 猫 ほ 此 目的 に は 通常 300~ 
320C まで て 加熱 すれ ば 充分 な る も , 酸化 石 淡 を 容 気 々 流 中 に 於 て 5 分 間 に 
10°C 上 上 医 の 度 に て 一 定 の 温度 まで 加熱 酸化 せ し ゃ ゅ た る 際 の 重量 頃 化 (第 
2 次 重量 終 化 ) を 測定 せん と し て , 始 杉 温度 測定 の 終了 せる 後 も 加熱 を 貫 


1) BATRA 5, 29, 昭和 6 年 。 
2) BABA 5, 72, 昭和 6 年 。 


Hh OR 
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け , 360C まで て 上昇 せ し ゅ た り め 。360'°C に 達 す れ ば 直ちに MA HILL, 


第 = 表 


COs の RB GREE | 


酸化 温度 
°c | 始 谷 温 度 | 第 1 次 | 第 2 次 
200 2249 | —010 |—162 
250 S30 49.37) |, 0.62 
275 239.1 | — 2.80 1.52 
300 2444 | — 3.06 1.81 
305 245.2 | ~311 1.85 
310 242.8 | — 2.67 ow 
325 240.1 —- 1.85 0.90 
350 240.0 0.12 0.08 
375 239.0 1.44 |— 0.45 
400 237.0 3.64 | cre 
425 233.1 5.16 |— 1.04 
450 30.2 7.86 | 
500 224.8 14.94 |— 1.74 
550 219.3 26.50 |— 1.70 


(osetia eT 
策 — a 


S 


aR 


GS KR QW 


200 60g 
Temperature wh 
I HI 


Il. 第 Lea a te 
III. CO g © ka BE iit BE 


elo 


a, 
a, 


Loss oF Wr. iNn 


300°C まで 冷却 する を 待ち て 試 
Be ARO HEL, 充分 EU RE 
量 せ 0 の 。 

第 1 KISAKAROMRE KE 
る も の に し て , 第 2 次 重量 Set 
は 酸化 試料 を 基準 と し て 算出 せ 
る も の な のり め の 。 

第 1 表 に 於 て 明か な る が 如く , 
第 1 REBEMCO MM (LS 1 報 
HAO SIMA IIR 6 Be 
{CEN SSR eb WEIS RA 2 ES 
々 流 中 に BST 30 分 間 加 熱せ る 
WOE REMC O Wil kA ¢ fal — 
に し て , 酸化 時 間 を 1 時間 と す 
る も 猫 ほ 第 1 RICH THEN AD 
が 如き 開 係 を 持病 する 事 を 示す 
も の な のり のり 。 

PRILBRO CO, Die Bimls 
は 酸化 温度 200C な る 時 に は 元 
Bik t 異な る 事 な パ それ さめ 0 
BREE (SBC ine O St l= fF 
OT 305°C に 達する まで 次 第 に 
LFL, 805°C wae tk UTR 


1) ARR 5, 34 WBA 6 年 。 


2) 岩石 奏 物 春 床 内 1, 123, 昭和 4 年 。 
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激 に 下 隆 する に 到 れ 0。 

第 QROBREMLISAPCE CB 1 KOK WEME CREO MP) eS % 
Dts 0 o 即 ら 酸化 温度 200C の 時 に は 猫 少 量 の 増量 を 示す も , それ より 酸化 
温度 の 上 昇 に 件 ひ て 305°C に 到 る まで 急激 な る 減少 を 示し , 同 温度 より 増 
EOMAM ICBC T 500°C (CEO, それ より め 路 一 定 値 に 達する も の ・ 如 し 。 

LOB EME + ARS US 1 OAM Lo 

YEO EOMECT 1 REO OFA t ORO RRA Ee UE 
せる も の な り 。 RIC MBORK SU HRI 10C OMB THEO In 
SELBY LOBICY ZBO CO, OMBMRROBMEIC MTA LF TE 
の 方 法 及 結果 は 次 に 表記 する が 如 し 。 

1) 5 分間 に 10°C 上 昇 の 速度 に て 200°C まで 加熱 し 直ちに 冷却 せる も の 
の CO。 の 始 癌 温度 を 同 加 熱 束 度 の 下 に 測定 せる に , CO, の 始 遂 温度 は 
224.7?C 790 WBS 300C まで 加熱 せめ 。 

2) (1〕) RT 300°C まで 加熱 せる 石 災 の CO, の 始 低 温度 を 測定 せる 
に , 237-8°C Ho HBSS 350°C まで 加熱 せ 。 

6 = 8) (2) AEC SHO Fe 


% 
S 


g ss NRL OARO COy Ding 
220 6S : 
3 < IB RE ZH Oo ER OAS 
S2/0 as Pek 2 
; y ‘ & 温度 は 246-4°C 750 此 場 合 
て 2 8 
a dW は 400C ま で 加熱 す 。 
Cy 190 40 
ea geal a 
[ 4) (3 うに 於 て 400°C ECM 


pe ME SHRO CO. OMe 
200. 400 600 , &00 


Temperature 'n Lb. 度 測 定 せ め | SEIS BEB IE 
1 RTM ee 
IL URE 264:2°C 769 © 


0 © i BY 
III. COg © $8 3H BE 此 結 果 を 見 る に , CO, Ohi 
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BEBE L SLPLMAALE 2 OBMRUE 1 AFIS OBIE CMAN IC BE 
BOBS LS 全く 趣 を 異 に し , MERE SRR ABEO ERRORS 
に 上 上 昇 せ 0 。 

2: AKA IHS O BARD MBE & CO, OGRE & OPK. ak 
素 気 流 中 に 於 け る 加熱 は 酸化 の 場合 と 異 め , 試料 は Zed F— b CMROK 
DRED EEE Ine % Wile : 中 に 挿入 し て 水素 気流 中 に て 30 分 間 加 熱せ 
Do 1 ROE RANG MET). 加 夫 試料 は る を ポー ト よ め 取 0 出し Hh 
結 せ る 際 に BIEL EO (14-0095) ¢ 2AM 1.9 cm DARCY, Ze 
FAO Cai ARB ¢ AERIS IE CO, ORR BBE ME IK Ce Oe 
Do 


第 = He BS 2 FelaD’ ¢ UIC る 結果 
| 加熱 温度 | CO。w | 重 昔 綱 化 C 減 失 量 】 に し て , FO ld LE 3 性 質 の 
°C A ya a 1 2 > 2 =f eae * > = 
AO IRBE) PLR | RAR | gery 2 mae te OME 
160 | 224.4 G55) 1:34 
BOO OOS. 601 a <-a4-s bd BtAsORYO» 
BOO A 9943 Nene i fe yy Pay! SS Rennie 
275 | 224.6 0-61 oti 第 2 ZEBRA 2 lal HA CHAD Xe 
300 | 221.0 0.47 | — 2.05 と 
395, 215.3 0.85 Sey | る が 如く , 水素 気流 中 に WAU S 
350 | 214.5 OO 6 Batre, a 
360 | 2142 | 124 | —13 05TH OMS 5S BORE 
375. | 207.0 147 | —1.92 ce tes a He 
400 | 206.0 | 253 | —215 BND 1 xe eee 
425 | 204.8 3.44 i POA tg hs ey ee 
0 lo s40 b 2200. | (000C ATR tise = 
BOON EOS A 1 1062.1 = +-- . = an 
550 | 1938.0 | 12:44 | —1.29 SEDERSHIES, その 他 外 
600 | 2018 | 1286 | +> PLL ORME ILIA T & IER Z 6 
650 | 204.9 | 13.52 | — 0.80 
700 | 198.9 | 16.46 0.08 Iii UT 360°C (2 F822 BIE SB 
750 | 2023 | 19.46 1.53 
800 | 220.9 | 22.48 2.61 減量 の 傾向 は 550°C Mis & CH 
(Joh tee Kt HL, TAK O MM < HRB LEO, 


L BATES 1, 120, 昭和 4 年 参 昭 。 
2) BATTERS, 1, 121, 昭和 4 年 。 
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650°C よめ 再び 急激 と な る も の な り 。 

CO, の 始 村 温度 は 加熱 温度 275PC HES 2 A-CHNAME k BML BE 
BRET. THEO CO, DAB MRIBE 550°C FISK Cea 
FRE L, 550°C k OHO TERL 650°C に 到 9 再 び 下 降 し , 700°C より 
再び 上 昇 せめ 。 

第 2 次 の 重量 匂 化 は 加熱 温度 の 上 昇 に 件 ひ 275C に 達する まで て は 増量 
の 傾向 を 示し , 同 温度 より 減量 の 個 向 を 取り 360°C に 到 9, Tird OHO 
FLO (AI CBE U, 400°C 附近 を 最大 と し て 再び 厳 量 の 傾向 を 來 す も の な り 。 
証し て 此 滅 量 の 傾向 は 650C & ORL EC GMLES LOM Lo 

3. Vitrain の CO, OAR LWELIBEE LOB Ro ABBE O FRO HY 

第 表 せる Vitrain CBC HS 1 Ble t 

MPILIBIE) CO。w MME GRA) OMB RAT Ot ORR 

て paBEMBE BIA] HAR | は 第 3 elm ae BTM, ABI 


> 


b 


200 | 233.2 |-0.14 | —1.43 ; 

250. | 235.7 |— 2.68 0.32 て 第 1 BROKER ti—kO. 

275 | 241.1 |—3.08 1.10 : 

300 | 243.5 |— 3.16 1.35 因 に 此 Vitrain は 厚 さ 1~10 

S25 241.9 |= 1:75 0.00 | y on 

350 | 241.2 | 0.08 | — 0.23 mm O)}s 7% L CAA PICT 

400 | 240.9 | 273 | —0.80 4 Pe 

450 | 9300 | 5.71 | —149 | 4£U, COB RISA Bik 
Clomgagmems - EPIC CBURD OI, v > 7K 


め て 微細 な る Fusain PVE 2 2B. 
BROCRICHTSZ#ER 
LROM SPMLERDO CO。 OBR RAGE Bie HIMBA BBO 
EWOML-(NS 58 2AKBROML) の 酸化 温度 に 土 す る 開 係 は , 合 つて 本 誌 


D KRARORS HES BMARIC UC, Aiea Hic CHA LEHR D aw & 
y ty る る も の な y ° 

2) Mother of coal Ri Native charcoal LAH SLL OKT, Hite ¢ Ae 
に 見 る が 如き 植物 組織 を 保存 す 。 
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ECHR S 7 ok dH HERA IUORPEIC RL 2 atin C¥ 
200°C B 805°C HCE IBMES ARRS%KO 6 200°CUE CH TMH 
At &cARICRUS LBAE RAMBRSSUT, 此 温 度 以 下 の 酸 化 は 主 
と し て 酸素 の 物理 的 吸 政 に 基く も の な る を 知る べし 。 上記 CO, OBB 
度 及 第 2RERELD 200°C MBER 305C ICRU SBME IS TEMA U 
て CO。 Dis Bim /E lk 200°C よめ 305°C & COME CBM 6 BRAC Bt 
UCUSMARE Sb 305C DE OMEI THILYS LOCH UTA EE 
Fo MB 2RB REEL 200°C~305°C UEC CHRIEE SBRICBUTIS 
減少 の 傾向 を 示し 305°C LL LOUABE IR TRBIE ES 4 OIE TSBHO fA 
向 を 示す 。 MUTT CO, OMBRED EAS SIRA SRO Male (BRE 
に ょ る FREWADWRICAE<S BD LET RIES LU, 既に 論じ た る が 
in, BRGICPE LERBMEOAS SIR 6 ULAR ICM GF. TUT 
CO。 OBIE & OWES OIC, HRBRIRIED' 905°C LIN THRICE 0 
EBRAGLS ) RH IKBRBMLO 305C PRE UTEHMEL SURE, 
305°C YW EOE CHIE 4 BK DENT RRO DkHe De BINS 
の と 見 る を 得 べ し 。 上 記 の 事 家 よ 0 8305"C 以上 に 於 て は 酸素 の 吸収 は それ 
以下 の 温度 に 於 ける が 如く 行 は れず , Ble 此 温 度 以 上 に て 酸化 する 際 に は 
重量 は 却 つ て 減少 の 傾向 を 示 し , 酸化 石 淡 の CO, Oise lshs FO 
MePRST EO LGASREBN Lo WHEL 5 分 間 に 10°C EF-ORRIT 
常温 よめ 徐々 に 加熱 せる 際 , 805C 以上 の 温度 まで 加熱 せる 石 淡 の CO, の 
始 癌 温度 が 隆 下 を 示さ ヾ る 事 筑 と 特 合 す 。 著 し 徐々 に 加熱 酸化 せしめ た る 
が 急 に 酸素 の 吸収 が 充分 行く は れ し に よる も の な る べし 。 
L) BABB 1, 330, 昭和 4 年 。 


2) AARP TERE 1, 230 昭和 4 年 5, 34. 昭和 6 年 。 
3) BAR BARE 5, 71, 昭和 6 年 。 
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KZA ATED IZ TMB SBRO CO, OWBRERAH 2 RB REMC 
OAR 72 BIZ 270°C MISE AS CARB SBME AR し , ATA SEC IB 
度 附 近 に 於 て 或 る 種 の 分 解 を 起す 事 を 祭 知 せ し む る も の な り 。 加熱 中 に 於 
ける 重量 匂 化 が 260°C~270°C CC IEWRRE Ae HIE te Bt 6 BES LI EAN 
の 影響 な る べし 。 猫 ほ 上 記 雨 性 質 及 第 1 KBE SIE 550°C 及 650°C 
MAPS SHS C INRA BES B BAR 2 EC, 低温 乾 錠 現象 の AB Ra ZR 
現象 の 開始 を 示す も の ・* ゝ 如く な れ ど る も, CHCA LTS AE AROS S 
DIMA ¢ WIM S SHBISS SHU TCHIKRA ORGIES ALT 

SEIZE NK BS Li AB ARG Zc 4 ATR % Wald O Lihat AEC ER DE 7k SE 2 KH 
し , BRET AVRO Adee BBLS 6h L AR RK PRR IIE IS SES 
洪 田 に 於 ける 試料 を 途 附 され し 三原 , ARAL 5 BORO. 
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北海 道 層 寒 別 温泉 ラ ヂ ユ ー ム エマ ナチ オン 人 意 有 量 
Mest Wb HH 
re at ATE 144A SEMIN ASUS & O, AF LUE BRR 
の 研究 を 委嘱 せら れ た る を 以 て , [aE HALT A LHe Bl ae 深田 
Fe, 9) BAG PBS CIEL, ラボ ュー ム エ マ ナチ オォ > ン 含 有 量 を 測定 せめ 
次 に 基 結 果 を 大 正 13 年 以 座 信 が な せる 同 温泉 調査 の 1~2 項 と 合せ て 記 丸 
すべ し 。 
位置 此 温 泉 は 石狩 川上 流 , 大 土山 火山 群 の 北 艇 峡 中 に あり 。 旭川 市 よ 
め 9 は 右 北 線 に て 上 川 弁 に 至り , こ ゝ より め 自 動車 約 207 km (CC EO ft 


LD BARKS 5, 230, 昭和 6 年 。 
2) APHB=, ASW BAP SW eee, 大 正 14 年 10 BA 
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SRR HS WRI (ORI CIA CRIUR & 98 >) oe E NER i 
所 ( 豊 通 師 園 温泉 と 云 ふ ) と あり 。 
地質 此 附 近 は 主として 古 生 層 頁岩 を 基底 と し , これ を MESS BK 
る 柱 苦 組織 を 示せ る 流入 岩 族 の 火山 岩 よ りな る 。 流 紋 岩 及 ペ ペリ フ ノ 岩 は 十 
EE 22ND SM EOR BIT ES & DIST, FRE 700m の 標高 より 900m 
CSTE BO MORE © OAM ERE AA, IC ATC 
ILO PIE 100~150m XUPIRMEY 6 IIR Bib Rast 700m 以下 の 
FPEEBBIZ HO o TLC (1) 古 生 層 を 貫く 安山岩 質 集 塊 岩 2) EPR SED 
ENE (3) 河床 の 砂利 よ 0 洒 出 せめ 。 叉 当 出 患 は 一 直線 に 排列 し て 笛 際 ょ よ 
9 淫 出 する を 団 は し むる こと あれ ど , 叉 不 規則 に 排列 する 場合 も あり 0。 
ラチ ヂ ユ ー ム エマ ナチ オン 含有 量 BERKOM Lo 


第 — 表 
計 : =~ FF 4» Bhi BBB OC < 大 | 
eR res] 出 Bh (マツ へ / 立 ツ ( 大 正 14 正 13 年 8 月 田 
年 8 月 演 田 早川 測定 】 中 SHED 
Ca fa Sk Ps ASR ED 0.83 76.0 —90.5 
(2) Payne tn 
b 橋 の 直下 1.02 73.0 
c 生々 下流 噴 湧 泉 0.90 93.0 
3) A DBAS 
(32 oo TT ae ae 
e 河岸 大 浴場 背後 下流 の 了 ガ 2.52 67.0 
f 河岸 大 浴場 背後 上 流 の 方 1.30 62.0 
g TA FRA as TS Bei Pit 2.00 62.0 
(4) 元 加 藤 温 泉 現今 登 仙 閣 湯元 
h 元 加藤 肖 泉 河原 の 下流 の 方 | 0.41 46.0 
元 加 藤 温 泉 河原 の 上 流 の 方 0.72 | 46.0 
)j aR CEL) 0.90 28.0 


25-734 Phere 
C1) GREE RISIBA ORE CHBUR & Sei eRAT SPAT ILA Oo TEM SE 
5 TPR BSUS De OO 2200 WG SOB TS 


18430) a Uy ih KK Be 


温泉 中 , BMRORBKES~DalSL IDM 5S +R FSGS HHS ORG 
Bt0 5 PIBMINBA 6 6 OPUS MUR CEO o MRICS 
て 陸軍 二 等 薬 剤 亡 小 川 清美 氏 の 分 析 せ る 結果 は 第 二 表 の 如 し 。 

和 師 園 温泉 , 無色 透明 , Hi bz REL 22 A LBBPR DD O BAT re) LEAS, 


Care 3 以上 の 分 析 表 よめ 該 温泉 は , 7 
ie | 10008C15°c EC) Vd YRICPHUG SSS EOR 
muapmein 097679 4/t) | る を 知る 。 
温度 |89°c (気温 8°c) て (2) (DARA & REBAR LD 
| kel 0.0463 

oe 0.0465 | 間 を 東北 に 流下 する 小 支 流 の 右 

Na 2SO 0.2041 aa SF OER (PEI せ Parcs 

NaHCO 0 4215 


 gemepae | で HCOs)2 00520 | 泉 な め 。 就 中 最高 温度 93°C eA 
| | MgCHCO3)2 0.0006. | e 


SiO» 0.188 | FséOc ldH LICBROKBBne 

COs 0.0242 | 

H.S 00003 BK L, HPRE OBI HLS OR 
12169 | 


5A SUBIR 2 BNL O 0 IESE 
1 寸 2 乾 な め 。 此 等 は 皆 現 令 コ ンク リー ト に て 湧出 口 を 閉 ぢ な られ た の 。 
CN i 
SF OCR BASING AGU B RG RAKBPRBORRC ES. BABES 
AIS 8 FF, eS QIE 9. dR LOWBMBUCH TliSWE ICARDA ST OH 

Do RICHER <, エマ ナチ オン 含 有 量 も 少な き な ら ん 。 

(4) 登 仙 閣 の 湯元 は も と 河原 の 中 に あり , 温 泉 は 大 石 の 間 よ り め 光 出 し , I 
除 近 は 赤 礼 色 に し て 含 淡 酸 臣 鐘 泉 の 当 出 を 見 た り 。 濁 出 口 は 2 あめ て 敷 十 
m THEB22 9 © 

(5) AE 2 4F 4 A DARTH OR PGB O ML, BUS {SOR 
を 有 し , FR eS 6 
結論 以上 各所 に 義 出 する も の ゝ 中 (1)(2)(3) の 温泉 は 化 媒 成分 同様 な 


研 完 短 報 a 195031) 


oy 


る が 如 Lo MLC, BWBOW HEIR % &, BO SILI U CARB « 
FRAME k OFS EORMSSLo LAGI BI TRAC, 高温 度 の も の 
(LEv HFS RHR ¢, EBEO LOUD Le FEM ROWR 
的 性 質 の 異な る ぁ (4) の 温泉 及び (5) の 冷泉 に あり て は , EXT FF LEA 


量 少 な し 。 


| 全 次 に 北海 道 に 於 け る 現今 迄 測定 せら れ た る 温泉 の ラ デ ュ ー ム エマ ナチ 
OF DRA HRA IKON し 。 

湯 の 川 Ca¥) 3-:02~13-21 根 崎 ( 右 津 , bE 2-16~5:54 

Be CPN) 0-62~0-78 He 部 (中村) 0-55~6-43 

青山 及 宮 川 ( 石 津 )0:54~1.63 SF Cat) 0:18~0-68 

ANNU ACAAE) 0-37~0-57 EIR (石津) 0-72~0-92 

訂 雲 別 登 仙 閣 (h, り 0.41~0.72 SSF a CAD 2 HE FF 2-00-83 ~2-52 

以上 の 外 北 海道 に 礁 て は 二股 温泉 の 和 如き は ラ デ ュ ー ム エマ ナチ オン 含有 

量 願 る 大 な り と 目 せ られ 居る る も , 未だ 濁 出 串 に 於 て 直接 測定 せ し こ と な し 。 
束 に 含有 量 の 最大 な る 温泉 は MBI DSO 明か な ら ざ れ ど も , HNEOR 
AOBRE RET HILPHIOL が 己 に 推論 せる が 如く , RBBB + 
ナチ オォ オン の 含有 量 大 な る 温泉 多 し 。 UCL RICK CULO RABI 
ある 訂 雲 別 地 方 の 温泉 な り 。 


1) R. Ishidzu, The Mineral springs of Japan, 1915. 
2) (PAA PIARDS, A AAM SE RR OF FO IHF AY SAR, 
ASS 4 ABS 4 cH Fl 5 年 10 月 。 
3) ABS EER, AGYE — Bn > BAPE A PeHs, 1 SEHEREACIE 11 年 1 月刊 。 _ 
4) Saem. Nakamura, On the distribution of radioactive minera] springs 
in Japan. Proceeding of the Third Pan-Pacific Science Congress, Tokyd, 
1926. 


186C329 en ee a ‘ 


75 JF KER RRR ORs (5) 


Gt i 根 勝 Fl % 


10. HRM hOM BHM 

EENRIE O AHR OK 3 POET SILO, ORF OR Cle OME S 
作用 及び Si LISA FD O FRG O 75 FTES BEBE (iis GD » AREE 
に より て FERRIED (LEAK PIL HST O 原子 に 或 種 の 重要 性 ある を 知れ め , こ 
は xX 線 分 析 の 結果 が 有効 に 用 ひら る ゝ まで は 知る を 得 ざ りき 。 蘭 酸 臣 中 の 
同 像 的 置換 は 甚だ し く 複雑 に し て , その End Component OSs eas 
L, BRO AAS CEM OM RVR E DEOL BNC その 中 間 化 合 物 の 
MCD Ae RM A LT SIME LE LIER GHEY o BKRCHRU 4 ZEO 
企 の 大 部 分 は O 〇 LF OBB Ee Gs LI O し が 如 し 。 

若 し 先 部 に 記述 せる 結晶 構造 とり て , 姜 ふる と せ ば , HRI ABE 
の ORLFORILHEC UT, ZH FT OHRONA OER? BY Lt 4 eA 
る べし 。 多く の 場合 , OFM BI UT RIL ED CABO ORF 
BIHAVLUSDMSARLED ASL ZPMCFANECS BR ERS 
Si 原子 の 周り の ORF-ES MTOM de BRL CS PA Fb EO 
ORF 2IROKSD 2 LS AAAEE ON Lo MACE BME Si 原子 の 相 敵 的 
WRIT IRA OBC A 9 T, 一 元素 と を れ と 等 原子 償 を 有する 他 の 元素 
と の 間 の 置換 の 外 に , PARIS る 原子 間 の 交換 あめ, その 標 式 的 の 例 
は 十 く よめ の 知ら れ た る 長石 中 の Na Si の Ca Al に よる 置換 な め 。 例 べ ば 
Al は Pyroxene 及び Amphibole 中 に て は Oo 原子 四 回 群 中 の Si の 位置 を 


研 完 短 Rm xX 487033). 


と る と 同 叶 に 同一 結 品 中 に て 六 回 群 中 の Mg を 置換 する な り 。 Mg, Mn Je 
Fe は 勿論 管 に 互 に 交換 可能 な り 。 Ca 及 Na は 殆 ん ど 等 鏡 積 を 占有 し 互 に 
変換 きる ,K と Ba も と 同様 な り oh OB OMT PO MAIZE 


BEE SEND GF と の 條 件 に 従 ひ て , 結晶 中 の ル て の 電荷 は 同時 的 に 作用 
UT Bi MT SOO LBUR I HETE L SBME S LORET BIB 


RS AHI OM ED 
BEECOS TIERPMBY O, Mb TT DORIC ICHAT, (CRUSE IK RG 
HOBMLA St MWAAD—OMMRIIC BY LD CHR S AEE RI 


42 ORT RAMON Re HEL UC GRY 0. HLT X MUTOM RE 


PRES OIC (SO BOL FP RRO Oo 原子 を 含む 如く 町 正す べき 
を 知れ 0。 

LE SMOM ¢ EMEL BO OM FORE RALT, 2B 
及 SRLEORC ORFREVEBY ICME ST SM MP ORROMM 
に 挿入 され 得る る も の な め り と の 暗示 を 試み た る に は あら ず 。 MEARE O 
原子 信 が 生 衡 を 保つ こと が 原子 の 敷 と 比 と に 開 す る 唯一 の 制限 な り 。 O 原 
子 双 合 中 に は 或 一 定 の 位置 あり て , その 各位 置 に は 互 に Ve LIB SDR ERY 
を 以 て 充 さ れ ざ る べから ず 。 寧ろ 結晶 構造 の 寧 位 中 に は 一 定 敷 , nN 丈 の Oo 
京子 を 含む 如 くせ ば 填 酸 忠 の 化 算 式 を 最も 都合 よく 表す を 得 べ し 。 一 般 に 
ZOE A は Si 或 は Al の 占有 すべ き XfMOMEDHEL, CORCE 
換 す べき 範 園 に は 一 般 的 な 制限 あり 。 位置 IE Mg”, Fe”, AI”, Fe に 
より て 占有 され 得る の に し て ,Z は Na, Ca” 時 に KK の 加 き 大 原子 に て 
HAS SSS AOR OS MEERF-ROMAMLAMT RONA & EE HR 
ESBALD HF o LOA OWEN I LARA ORME AS FD 
OH 群 は 0 と 同様 に 行動 し , それ 等 の 弧 和 は (—EOMM PIR TIL) 一 定 
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な り 2。 

この 法則 は 絶 圭 明 な る も の に あら ず し て 軍 位 格子 中 の O HEE OE 
性 に 開 し て も , CBRE ROEM UT も, HE AAD Oo x 線 分 析 の 
結果 簡明 せら れ た る 所 に よれ ば , Mullite の 寧 位 格 子 は それ と 同 像 的 な 
Sillimanite の AlSi,O., に 比 し AlgSi。Ojpx を 告 む が 如 し 。 これ や を 比較 せ 
ば 知ら る Le Sillimanite "PORE ORFS Mullite 中 に 然 け ざ 5 
So waren は Amphibole 中 に 於 ける 同 像 的 置換 を 褒 明 せり , ZS に 
は 簡潔 に 引用 すべ き を 以 て て , 更に 原論 文 を BSSNAC LwHEWO 理想 的 


第 155 表 
Mica の 成分 (Mauguin) 
BPS EO 1/4 中 に 存在 する 各 元 素 の 原子 敷 を 示す 。 


tha 3 Biotite 
ite A Lepidolite | Phlogopite f 7 
Goce Museowite C Maharitra) Cambateabos Puen. 
door 9.56 A 9.91 A 9.88 A 10.08 A | 10.03 & 
a 5.12 A Bll A 5.20 A 8 A 5.30 A 
Yb 8.90 A 8.91 A 8.95 A 9.21 A 9.21 A 
c 9.73 A 10.06 A 10.06 A 10.24 A 10.16 A 
(a,c) 100°8’ 98°6" 100°8’ 100°.2’ 99°3’ 
Si 212 3.00 3.70 2.79 2.80 
Aiiehel feats sce Fit Wssset\, VGC caus 0.04 0.09 
Al 3.80 2.84 1.26 1.49 a 
Fe 0.12 0.05 0.001 | verers 0.40 
emily i ,cey 0.07 0.14 0-80 
Mg 0.03 0.04 0.01 2.60 1.49 
Ca 0.71 OOlS | caked lie ghee ee tn 
Mn COUR E |) eee 0:02 WT serena NI Wieaeigemt 
Li 0.08 0.05 TBS. = 4 |), Vieeeees 
Na 0.24 0.08 0.58 0.12 0.06 
a eens 0.74 1.05 0.94 1.07 
H 2.02 2.09 2.44 2.08 175 
(|) mc Lis esices 0.03 Ocelot ee eh eas, 
Ope "1204 11.99 11.9 122 SLES 
se ae 6.89 7.91 8.12 7.88 


Tremolite HEP IK SR OBA A OT, K BIE Na 原子 に より て 占め ら る ベ 


1) Op. cit, 2) Op. cit, 
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SELEY CORE Si の 一 部 が Al に て 置換 され た る 時 上 記 Tremolite 
分 子 式 中 の 金属 原子 の 敷 が 7 よめ 8 に 増加 する 量 に て 表 は さる 。 之 は 電位 
18 F POR BIR F OMMOBMES SPIO. MO LHES, 等 借 の 例外 に 
より て 一 般 原 理 の 條 値 が 破壊 せら る ヽ が 如き こと は な か る べし 。 

Mauguin の Mica に 開 す る 研究 を 引用 し て 選 を 廃 明 せ ん 。 Mauguin は 
多く の Mica DBE FORKS, KERMER SRE 6 ZHOMEC 
KO CRAB Fic ZH ENOMT DMM TS SD HH LIBS O o 
Mauguin OBE LCA T O (BHO WHE OSE hOB BRE 
LU DILIL ONREORE® 4 倍 せ ざる べから すず )。 Mauguin は 如何 な る 成 
分 の Mica に て も , 1/4 BHKE PO ORF OARFIIS 12 な る こと を 指摘 
Oo SOMO F OLS RAGE CBEST. TOROMREMT FRAC 
Mica OW? BRU, SRFORDSHET SIEM > OEF O EFL 
OmAIL 127 SLC LBAREVS 

何れ の 場合 に 於 て も , Mica の 構造 は 12 O OBE AME L し て 構成 され , そ 
Or 2 Old OW BEC UT, 選 等 は 正 原 子 に て 置換 する こと を 得 。Margarite 
及 Muscovite に 於 て は 人 金属 及 Si の 和 は 7, Lepidolite, Phlogopite 及 Biotite ] 
だ で て は 8 な 0。 

各種 の 成分 の よめ り 複 雑 な る 多く の 化合 物 が 文 線 に よめ て 測定 され , その 
結晶 構造 が 分 析 さ る れ ば は , 同 像 的 置換 の 本 性 は 明 と な る な らん る も, CHEM 
DFR KE OTS 線 分 析 が 如何 に よく Mica BED OM PEARS SI 
と な る か を 示す こと を 得 べ し , BERO 最後 の 刻 に , 筆者 が BOF DO - 
0 原子 を :12 と し て , SBR Si 原子 の 和 を 計算 せる も の を 掲げ た り , それ 等 
の 敷 字 は 7 及 8 に 近似 する を 知る べし 。 

更に Berman DHS Melilite 群 の 成分 に 開 す る 研究 を HAIR ALAR LT 


1) H. Berman, Am. Min., 14, 389) 1929. 
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' 1) 

一 例 と せん 。Berman AZOROBEO 1t Best 2 PHA T SF} Schaller 

が この 群 の End member を 炊 の 如く 提唱 せる こと を 引用 せめ , 即ち 
Sarcolite Ca 3Al 2 Si 2Ohe 


Soda-sarcolite NagAlsSisOi2 


Akermanite CasMga4SigOso 
Velardenite CasAlgSiO7 


ZES OAC O IZ Berman は 次 の も の を 提案 せり 。 
A. CazAl,SiO; Gehlenite 
B. CagMgSizO7 Akermanite 
CRNA SSO Soda-melilite 
D. CaSizO7 Sub-melilite 分 子 。 
この Berman の 初め の 三 員 間 の 義 係 は 筐 る 磯 物 中 に て Al が 一 方 に Si を 
置換 する と 同時 に , 他方 に 於 て Mg を 置換 し , ま た Na が Ca を 置換 する 方 
法 を 最 も 興味 深く 許 明 せり め 。 化 由 成 分 中 に 極 く 少量 入り 座る と ころ る の 最後 
DEO 2Na が Ca を 置換 する こと を 表せ り 。 
ー こ れ に 反し て Schaller の End member は 廣 範 園 に 毅 化 する O 原子 を 
有 し て ,X 線 分 析 に て は 甚だ 不可 能 な る る もの た る を 示す 型 の も の な り 。 
Berman の 論 六 は 同 像 的 置換 が 起り 得 る 税 園 を 精密 に 研究 せる こと に より の 
て 特に 興味 あ る も の な り のり 。 
x Agha & OR LS RB BAAS SILA ‘Tourmaline に 開 す る 
CC OWFOM S SBR SEGA SRS § bLMO LOIN TAB 
BIS Bite RAS (IIE 6 Avo 


1) W. T. Schaller, Bull. Min. Eng., 610, 109, 1916. 
2) F. Machatschki, Z. Krist. 70, 211. 1929. 
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1381, HRBORKBH Wells, F. G. 
BURA & KX OAR OAR LEK 
100°~600°C, 1~310 RARORI K BFE 
east, BRAY 蛇 紋 石 へ BA © Phis 
mots SHELL EY Bo PRA FERERLA IE 375° 
C, 219 RBOMS Chu t 8, EKA 
の 作用 に ょ り て BARB A, Mise 
土 の 深 液 ょ り 形 成す られ 得る 事 を 輝く た 
Vo (Am. J. Sci 18, 34~52, 1929.) 

C_EFA) 

1582, BSLMOMAEBREE 

1413 AiR. 

1383, Na,SO, の Polymorphism. 

I. Thermal analysis. Kracek, F. C. 
Thenardite NagSO4 © dn24HHBHIK Is & 

(D knick あり , THE VROLVOW 

な る modification ある を 知る 。 然 れ ど る も 

DE DIK OBB & 明 に 定 


hysteresis 
DTT o 

I. Migge 0 #512 3 high temperature 
modification ; Wyrouboff の 9 

Il. #422 stable temperature interval 
を 有する highly birefringent phase. 
(Miigge # WD) 

Ill. Miigge #51 © “ Altered thenar- 
dite.”” Wyrouboff の + 

IV. Wyrouboff の 8 

V. Thenardite; Wyrouboff の 4 


(J. phys. Chem. 33, 1281~1303..1929) 


CUE) 
1384, NagSO4 の polymorphism. 
II. Thenardite の 比重 Kracek,iF. C., 
Gibson, R. E. 7 

常温 常 謙 に て 少く と る ゃ ニニ っ の Na。S04 
の modification あ り 。 Na SO4 V( 即 ち 
普通 の Thenardite) 及び NasSO4III に 
Ts 25;00 圭 0.01?C に て 夫々 2.664£0.001 
及 2.697 £0.001 の 比重 を 有 す 。 J. Ble: 
Chem. 33, 1304~1308. 1929) 【〔 濾 邊 新 ) 
1585, Naz8S04 の polymorphism. 


Ill. Dilatometer investigation. 
Kracek, Fi C.; ‘Gibson, (RB. 
Dilatometer investigation に より Nay 
SO4 の 180~260°C [A] ® transformation 
EWICT SERV o ILA OMIT « 
に 起り , 叉 試料 の 乾燥 な る と き は Be 
hysteresis を 件 ふる も , 水 分 が 存在 する か 叉 
は HeSO4 OFLMS FA hh TC FRPLIC 
起 る 。 上 等 相互 の 開 係 は 次 の 如 し 


0.0005 - 0.0084 - 
N19S04VGq—Na2S041Ve2 
160 — 180° 185° 


0.0070 
Na SO4 TI NaoSOz4 T, 
241° 
ROF ORF OBEE, 上 の 敷 字 
AAR oORME を cm 3/gr (ExenN sive GJ. 
phys. chem. 34; 188~206- 1930). 渡邊 新 〕 


1386, Rt AS 富田 


芳郎 。 

RFLP 地質 の PLE e W~, BRM 
に 於 て は , TRA NE iia & 以 て 外周 
を 続 ら し , 其 内 部 に は Ze RES 3 His 
る 上 部 第 三 系 あり , と の 水 成 岩 に 件 ひで て 
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ok 


HALRUAREEHM AOR KS 0 cee 
A ZEIC BRT & HE Lt A OE LR 
BS o MRL KKA © FMC PEL 
Chie tte lL, Kwa L 目 す べき は R 
WAAR IC LC RSAC RS CHT 
RSE SKE AL, MAS の EK 
ROR IC CISC SNC E 
EL, MEK LMI SL LOST, 
ZAR AH CH LC HEL & BLS. 
る を 見 る 。 DEIRTRB IS COE KO _LH 
ROW CMAE DS, COM BKK 
DLA 2b SEC DRE FB ORCA & UC Hm 
2 ESLEVT IRD ( HRT O 成 生 
dBRL CREM L, < OBR の 火山 作用 に 
APU THK L te 3 GEES TK DURit S~ 
Lo MPS COKMEA AKA E 
WeSETL EVE THMERK AVG kh 
火山 活動 と 認 む べく , 硫黄 分 は AHI 
て 泥 中 に 混入 洗 淫 し た る も の な る べし, 
BEF 3 CAPR ACD AE © GERFL IK AE 
Kr SL.OKLCTHRO LMC Hk LT 
A OSD BT LIDS ( は 該 火山 活 
動 の 終 粉 期 た 行 は れ た る も の な る ご で し 。 
CHW, 42, 711~715, 昭 SCP BF) 
1387, 銅鏡 製 錬 中 に 於 ける 磁 鐵 鐘 成 生 の 
原因 Vogel, F. 
EDARELBOWE DS Feg04 の 
成 生 は 
1) 送風 時 。 Ca). 1370° Ub WIS 
FexO3 の 分 解 。 
(b). SOg に 依る 硫化 鐵 の 分 解 。 
2) SH. 送風 時 に 於 ける a.b. と 
Gc); FeO + Fe 9O03—=Fe,04 
Cd 4FeO3FesgO4+Fe (570° 以 下 ) 


NR 257 
~258 1930) CHIE) 

1388, EYL OV ESMARMICNT 
AHH 1403, & 

1389, SLY TLBOMBAR 
ter, C. 

Steiermark (K6flach) IC#5L = 7 Be 
BAK ERA BA ONS RAPE UT 
ARTO t+ 1 zh) +e RRO WO 
MAIC SFG SS CBAC AA te L 
(Metallbéree, 20, 1323, 1930)(32#E) 
1390, RARORMALBROPA ty E 
SOREGRICNCT BAT ERK 

著者 等 の 測 角 研 究 な る No.1~No.5 の 
結 醒 に は 7 (1102, 2 (120 う , / 2D, 
Y O4D; # CID, 9 (221), 7 (220084 
面 普 通 な る 者 に し て , MEL 5 y OBER 
し 。 外 國 他 の 産地 の 黄 玉 に は 4% て (201) 
普通 に 現 は る れ 共 , 現在 5 HOW No.2 に 
の み 見 ちる 。 X No. 3 に x(043 う | を 見 れ 
JEM CHAO LILRORELS 1A し 他 
に 例 な き に は 非 ず 。 No. 4 (LEFT O HARE 
2 AL, SH ROW BAD HEC, その 
C776) な る 面 は 他 に 見 ざる 新 面 な り 。 
CBull. Geol. Soc, China, 9, 105~118, 
1930.) C_EHH) 

1391, 紅玉 中 に 於 ける クロ ミウ ム の 定量 
O’Leary, W. J., Popish, J. 

著者 は 次 の 如き 容積 定量 法 に 依り て , 
紅玉 の 中 の クロ ミウ ッ ム を 定量 せり , 即ち 
資料 に 約 15 FO KHSO, 2INNA SH 
Hay IC CHB L, 3% sodium bismuthate 
に て 酸化 し て クロ ギヤ ウ ム を chromate! の 
WIC Ls FeSO4. (NH4)2 SO4.16 He O 


Doel- 


、 抄 


$e 193¢39) | 


ORR LU CHETV, 逐 に よれ ば 
Mysore, India, Ural Mountains, Zoutpar- 
sberg,! Transvaal, 及び Macon County, 
North-Carolina 産 の 紅玉 に は CrgOg が 
夫々 0:25, 0-17; 0.19, 0.102 含有 を ら る 。 
CAm. Min, 16, 34~36 1931) (瀬戸 


BASRAUS 


1392, 岩石 中 の ラ ヂ ウ ム 含 量 Piggot, 
c. S. 

著者 は 1929 年 岩石 中 の ラ ヂ ウ ム 含 量 
を 測定 し て 之 れ を 人 疫 表 を る が 今回 本 論文 


に 於 て と これ を 更に S.C. Lind K® Cali- |- 


bration factor を 使用 し て 訂正 し た る る も 
の 及び 新た に Maine 及 Greenland 産 の 岩石 
11 種 に 就き て 決定 し た る 結果 を 表示 せ 
り 。 其 結果 た に た ょ れ ば ラ デ ヂ デ ウ ム の 含量 は 岩 
右 の 種類 に ょ り て 願 る 異な り , Geogia 産 
の 花 賠 岩 及 Main 州 North Jay 産 の 花 
賠 岩 の 如く , 明か に ウラ == ニ 1]! へ 2 Rye 
認め 得る か , Lit 着 し き 多 色 量 を 示す 多 
HOMBRE SY Loe 除き て は , 一 般 
岩石 に 含ま を る ヽ ゝ ラ ヂ デ ウ ム の 量 は 不 均 岩石 
HHS 09X10 Mie & Bt CA. 
J. Se» 21, 28~36,1931.) CHM? 
1393, ペル | 海洋 山系 中 の 火成岩 
Ker 

ペル ] 國 北 西部 に 於 け る Kiistengebirge 
KRCAKEERAK Bt SRUWAAK 
MBAHOKME HL, WUCt OBR 
Pht OPE LIE KG £ OY Fe tae He 
hr 774 PIE SRB OMM TY AR 
BASIC HST IZLE OAK MEIC AR IC 
KO SBRARKREOMA © LZ 


Su- 


BET YF AOWORAK BLE V5 
CMin. Pet. Mitt., 8, 281~317,1928 う (加藤 
1394, Cape Spencer ait PODIME 
(“RET Lund, R. J. 

AIL Cape Spencer 玄武 燈 岩 流 の 厚 — 
さ 約 500 ft % 5 SRT Ms SRSA 
wi% ROGASRD © ZAHA OBE 
A SADEAOKD 叉 各部 分 燈 岩 の 化 
BORE TU, その FeO : MgO 並び に 
Fe。O。: FeO を 求め , 表 面 ょ より の 厚 さ に 
FEU TES MER ORME E 研究 し , 次 の 
如き 結論 を 得 た り 。 

Bowen の 言 ふ 所 の “fractionation ”” 

な る 分 化 型 は 本 燈 岩 流 の 結晶 作用 中 有効 
な り と 言 ひ , 結 品 作用 は BARRO LRM 
に 於 て 終 長 石 成分 Ab, An, £VDL¢ 
calsic の 時 滋 石 と 同時 に 始ま り , 結 品 作用 
は 上 部 に 向っ て 進む た つれ , 修 液 は alkalic 
と な り , 従 つ て り Sodic HEMRAS th 
Wd, 基 庶 部 に 成 生 され た る 輝石 は 原液 
ょ り MgO に 富み , 従 つて 残 液 は FeO に 
富む に 至る 。 MgO KH LAC FeO £4 
SHAH 411 ft の 深 さ に HET Sie 
MOV, FEHECOMBUE tence 
Alk MgO C¥U FeO OfLoBint mam 
3TH CHE &Met Yo MATE 361 ft 
ORS HED SHER BA Adz. An,, I< 
達 を そり 一 方 同 成分 の 終 長 石 は 叉 61 ft の 
所 に た 始まれ り 。 凌 品 作 用 が 更に 進む に 従 
ORRAILR* alkalic 成分 と な り , 同 
AIC EA It MgO KL FeO の 比 が 段 
xR ¢ te 0 BIH 248 ft の 深 さ に 至り 
BIO BRO LOANRAKD Ab。。 
Any tHEAi® FeO : MgOl® Bed fe th 


194¢40) pb 


の 成分 の LORIE VY Hive V © Fenner に 
1K V ARTE A So BRR OR & UIC 
む て ふ 事 は 本 燈 岩 流 の 結 唱 作用 中 に て は 
指示 され ず と 云 へ り 。Am. Min. 15, 539 


、 有 563, 1930) C7 EF) 


— 


1395, 4EXSRHAAL Tv} Malheur 
County OSA Rei th Bw 
Renick, B. C. 

Owyhee 河 に 治 ふ 地域 の 地質 を 述べ , 
中 新 世 ょ り HOM AS 各種 水 成 岩 , 及 
炎 山 岩 を 其 等 の 層 序 に 従 つ て 岩石 移 的 に 
HERS Y Hh Wh AHA OBA 
(Anticlinal nose) #/KFIC MT, HOM 
FSC BRICA LC RR Y KM OW 
ERS GRA 3 agi WEL, HE 
DP RCET SKK ALOR wD Ic Kegs 
2 bh, KHL BL, 固化 せ り 。 

ZEVGNATE OMS KEK HH LES 
事 は , 岩 流 の 間 に RGR A OK GEM 
積 相 を 介在 する 事 , 特異 な る WHER 
4 Heulandite の 多量 存在 する 事 よ り 知 

られ , Nakheel 2H AIC BS LE 
beh, 之 が 常に 水中 起 原 の BRED 
XS Mak eA CT 水 庶流 出 謀 を 支持 し , 
BRAVE IK HERD IL GWA YEO dry heat 
の みな ら ず , 堆積 物 に BEE bre SK 
DORIC S BOKER, 気体 作用 及び 
WAS SERIA CIE hE OBI 
EM rt brRALRTSKEHVS, L 
ROKR A Aho Ms LARRBOBYBc, 
JUHA, HU Ae BRE Bt c HR ATAE 
WK VY CJ. Geol., 38, 481~520:1930) 
C_EHH : 

1396, Kamm Kapu Kaja-Kale の 


響 岩 質 粗 面 岩 Heritsch, H. 

本 岩 は 石 基 が 草 長 石 一 灰 草 長石 , 琉 玉 
長石 , 暴 雲 母 及 磁 鐵 秦 ょ り 成 り , BEI IR 
長石 の 14~182 を 含む 酸性 灰 費 長石, 
Ne BURT te Vo Angel KIDHLAA 

ae OEE & EIB L, その 分 
sania SiO2 =57.99, Ti0g=0-95. 
Alg03=1686, Fez03=6.16, FeO= 
1.62, MgO=1-89, Ca0=2:39, NagO= 
6.00; K 20=2.82, H20+=2.06. H20—- 
=1.10, P2O5 =0-20) total=100-04, に し 


て Niggli Wert を 算出 する に Natronquarz 


syenitische & Natronsyenitische Magma 
の 中 間 に 位 す 。 HK AA Niggh Kc 
依る Norm 及び Mode を 表示 し , WH 
は -Quarz-Zahl を 有する に る も 拘ら ず Quarz 
OWSE HL, HO Abt. ASHORE 
YEE FEM V. (Zbl. M. G. P. Abt. A. 

499~501; 1930) HF 2. 

1397, Ukraine の Dolinskaja-Kri- 
wori-Rg thaO7ERe 
sky, P. 

Dolinskaja 地域 た に は 種々 の 花 答 岩 及 び 
Kita SER) AAI DORR BAR 
Ae Wada ANVIL BE AE fetes is PH TE Bid 
BRU AE hid AP DO ABR Ke a O Di 
塊 に 就き て , PABA AL & OL, TK 
WA, 長石 , BREE, ANA, BAO, Be 
IRA: BE TURD vol~RU wt% を 算出 
LH Myrmekit に つき て 論じ た り , と 
の Ukraine の 花 葵 岩 特 た ペグ マタ イト 
中 に は orthite を 含有 す 。 (Zbl. M. G. P. 
Abt A. 502~508; 1930)CHAF J 
1338, 1929/30 OA Wass eeese 


Tschirwin- 


Pas. 4 


% = » 


亜 米 利 加 , 1929 年 12 月 17 A Aleutian 
列島 附近 に 震源 を 有する 火山 性 地震 合 徐 
國 各 地 及 び 其 他 に 於 て 閥 測 そ らち る 。 
Lassen 火山 は 一 般 に た 胃 和 なり 。 EI 
Salvador の San Miguel は 1930 年 1 月 
ARESIAO ERE & EBL, Martinique の Pelde 
UE 1929 4812 月 末 に は 未だ 活動 中 ? 

mathes, クラ カト ア は 1929 年 6 ASH 
~8 月 28 日 の 第 9 段 の 活動 ,9 月 19 日 一 
10 月 7 日 の 第 10KRORMLET, 12 月 
7 晶 に は 第 11 段 の 活動 た 入り BARI 
WRBAR~ eid, 1930 年 1 月 13 A 
活動 再起 し , 5 ATA 更に 活動 を 始め 
Anak Krakatau OPSPY 600 米 に 常 り , 
_250 米 の 深 毛 に 新 に 開口 そり 。 G. Raoeny 
(Java) は 1929 年 8 月 31 日 9 月 19 日 
OIC KAD AIK BME EEL, 
(Java) は 1929 年 8 月 7 日 に 再び 活動 し 
9H SHKR~V, RM Slamat (Java) は 
1930 F445 2HYRERLOLS V, 

REE. 192947 12 月 13 日 の シシ リ 
] 地震 は テ = トチ 炎 山 と 開 係 な き 者 の 如 し 
同 火山 の 北東 火口 は 12 月 4 AEE, 
ERA GPIZA4A~140 ORCI 
を 線 返 し 降灰 を せり 。 Lipari 群島 に た つい て 
(LEN Re D ZEEE FRE V 6 Stromboli 
の Sciarra KO OFF Mis 1930 年 2 ASH 
ia & V APE ORB MER YQ 

KF AME Hualarai に は 前 報 の 如 
ax Ke SUES Yo Kilauea は 1930 年 
5 AMBICR CL HP Y 。 

南極 地方 。 Deception HORT IC Aw 
て 探検 般 え > コレ スピ ビ ] 列 上 ょ り Wilkins 


Bromo 


の 報 ず る 所 た に た ょ れ ば ,1930 年 1 月 3 日 同 


Sk 195¢41) 
所 に 地震 あり 海 床 に た 鐵 化 を 生 ぜ り LR 
ふ 。 (Z. f. Vulk., 13, 114~121, 1930) 
上田 〕 : } 
1399, Guatemala, Santa Maria 火 
WOE Sapper, K., Termer, F, : 

ACHR OCS FE BO EAE YR 
ずる 慮 を 基 に し た る 者 な り 。 即ち Santa 
Maria 火山 は 1929 年 11 2 AR 9 RE 
EYTCKEM EAR V , MOBS 
1922 年 に 形成 すそ られ た る Santiago と 呼 
ぶ Staukegel OME XY NIK 2 DO Ke 
雲 を 噴出 そる を HEM L, B30 Ka 
れ り 。 READ OT RIC IC 
FEO LALRHNS EHS o AAMILI98 
年 5 月 14 A OPER BVA, WE UD & BE 
せる 外 , PARED 駄 態 た に あり た る 者 に 
Lt 住民 は 地震 等 に ょ り WRES Bao 
t+ SRY VU LER 

KAS iL 1902475 8 A Pelée A 
DEMEMVUOBIC LC, BAF lL WA 
OBER IK & CILIA Vo SUIT 
ie Het SACRE O WICH & he 
る 事 に 注意 を 惹き , NaCl SELF SHE 
One, RBA sNARW a の 噴石 
2 WRU 3 fo RUG A WR th OTE 
Beat, (Z. f. Vulk,. 13, 73~101., 
1930-) C_EFAD 


2B k & 


1400, BRAK ICES 3 St CAE 
AEOBER Guild, F. N. 

Be Ai PRE © FAB OTE IC k AE, 
—fLic HO BEIRIC PS Cd, BERTHS EE 
RMIKCBRKYE DHLEOLB~bS_ 


196¢42) co 


Es 


PRS IDR AS & し 次 第 に 高温 成 生 の も 
OMB HIE, RMIK Y & 更に HII Hit 
ALERT Ke bSSHHV, MAGHO 
PUBL Arizona JM Las Guijas BAW k 
り OPRAK HST iL SEER bP HERA と 
が 認め られ , WHS IK Rie lL 渡 跡 は 
BD bUYS 3, WMA e RK S 
Fide SIC EAL THRE AACS S %O 
あり 。 一般に これ らち の 滴 俺 鐵 重 石 よ りゃ 
早期 た 形成 そる 磯 物 を 題 微 鏡 下 に 於 て 見 
。 出す こと と は 困難 の と こと と な れ ど る も Lindgren 
Klis > し 線 石 と 滴 俺 鐵 重 石 と が 共生 せる 
場合 に は 明か に 前 者 は 後者 より も 早期 な 
る と と を 指摘 を り 。 夫 故 今 と れん れ ら の 高温 
BEY © FM & BSE, BA, HS HERE 
HA, WLR. ALIN ONE L tr So 
CAm. Min., 15, 451~452) 1930) \' BEF) 


1901. 上 シレ ジャ ゃ 産 含 學 素 方 鉛 斑 , 関 亜 
鉛 斑 及 黄 鐵 硫 の 顕微 鏡 的 研究 Schnei- 
derhohn, H. 


COMAPC AWA CN SORA KS 
SURRY & RUT SCLILT, 黄 
BETES (2) de 1 PRB! PIC SLT S EH 
FUEL HEG UL O, OER WA MSAD 
中 に は Jordanit を 含有 し , こ と の Jordanit 
及び Meneghinit OF MBICH LTC ORE 
MARE BEM Y 9 KA BLIRIS CASE 
を 含有 を ざる に , WMHS ZI 反し て 多 
ROWREZD, COWRA の た め 殆 
CFB W RITE HU, BBC と れ は 
gel の devitrification に より て 形成 され 
た る も の な る ささ し と 云 ふ 。 CChemic der 
Erde., 5, 385~395, 1930) C'PEF) 
1402, Haufenreith R Arzberg it 


方 の 鉛 及 亜鉛 硫 床 に 就 て Seewann, L. 
Haufenreith DERI FRCA ICE PBS 
層 と な り て 存在 し , Lb EK AMM 
y り なり, AICMRE LRM, 黄銅 斑 、 葵 苦 
ERR. AE, 方 解 石 及び 重 上 品 右 等 あり , 
FFA FATE RMSE YV 7B o 
Arzberg BAG ABHAPKS V, 方 
Shh, NEA, Wiha &e ERTSLoOe 
L, IC MERE LC REN, SITE OU 


鐵 太 を 件 ふ 。 著 者 は これ ら 両 確 床 が 共に 


Et UCHAO REICH ERIELT 
AUK 3 RRR SX RB we Y 
CMitt. Naturw., 64, 236~253. 1929) 

Cra BF) 
1403, Colorado J] Climax He pPRRETE 
KIMROZARMEAAIHIE Slaples; L. W., 
Cook, C. W. 

RIK SOK & EE BY IC BED } GRRL BI 
少な く , Climax BK % DHF tr B%O 
な り 。 ANimAIL TC OBO MA & BRT 
SkOO—-FRELT, 主として HKO 
BME STOLL OT) 。 最初 に 
CORO — AAR AA OBER & te L 
BORIC ES 3 BBD LKB, BEE, 
Th, HESADK, ASH, 満 俺 鐵 重 石 及 び 磁 鐵 
TRE ICLT, ZC MRS 6 ke Boe 
AX BA, WEE BA, IRA, Sere 
RUREE te) 9 HOKAGE & dE 
KK tha Dae 'D IC AAMC EARS B&O 
K LT, ELSCORAO fracturing の 原 
Bl % SFE AMIC OHA L te 3 EDR IRAE © RHE 
に 移る 。 BRISA EL BMD Uw 
recrystallization, silicification,  sericitiza- 


tion FORRE Be Lar HS LABS 


» 


Gk 19743) 


液 は 350°C 以上 の 高温 度 に し て 多量 の 
mineralizer & G2, BIC VAM 
ORK EH AKOR PMS WBe LY, と 
の 時 浴 液 中 に ある silica は 周 園 の 母 岩 
を 容 品 に 圭 化 せしめ て , と こと に RO 
silicification を 生 ぜ し め 、 基 後 温度 が 
350°C PSE IC F Bp SERED CT EMEA RE 
の Silica と な り て , 母 岸 を 理化 する 代り 
(CARI & 21K .L, molybdenum sulphide 
は jordisite と し て 基 中 に 含ま れ し ゃ の 
が 温度 の 下降 に ょ り て 石英 脈 の 形成 と 共 
CHEK LE LTV L&E ORVLER 
So MOO LAMB IK PTS gass の 
BUS L(, ELL COg は 長石 と 作 
FAUT そ と に sericite を 形成 す 。 猫 な ほ 著 
AL REI RRO FEM IC BET 詳 論 
LAKIC EP FOS SIL, UK 
silicificationd’ #3# LD CHEESES 
部 と な し , 中 部 は 石英 脈 の BE oi 
LT, 上 部 は sericitization DK te 3 Hts 
Y £3 CAm. Min., 16, 1~17- 1931) 
Crp BF) 
1404, SaoRBlseh II aSIF SSR 
原因 AHH 1387 BIR. 
1405, カタ タン ガ , ロロ 1 デシ ャ ヤ 含 銅 水 成 岩 
8 Cray, A. 
~An¥1fayvyartio Katanaga 地方 
ょ り 英 領 北 m1 デシ ャ の Roan Antelope, 
N’Kana, Mufulira, N’Changa afi SEI IC 
SSIPKIL Kantang 系 の 下 生 を 代表 す 
る Roarn PIC MRR ASAP ICR 
SEL, ice 1 デシ ャ に HTH Roan FF 
Fic SESS Hit MeEEeL, カタ ン 
ACRCLCOLMCEE 3 SBME 


主 と す 。 (Econ. Geol. 25. 783, 1930) 
CPE 55) 


Boi ek B 
1906, Bash é SBE ec ORR 
Barton, D. C. 


右 油 集中 に 開 す る 間 題 を 次 の 如く 細 別 
Lis BS (CD AMO BLE, (2) 石油 の 移 
Sh, CO AY Oa BR te V6 CDOs Aye 
と 石油 生成 と の PAGAL, Wy I ck BA 
な く , FEEMHTRIK £ SLORSWLS 
(2) (24 SHA Ir. © AE RASH © RAE & 
促進 せしめ た る も の に て , JLB AE LF 
BBA LK FRE Stor, 
(3) Oy BRIA RO x te SARGBIK 
る も の な り 。 AIC BAA yh & 
Super-cap sand field, Cap-rock field 及 
Flank sand field の 3 種 に 分 類 し 得 。 
Super-cap sand field (4 HAHRE O ZILA 
部 に 石油 の 集中 せる も ゃ の な り 。 Cap-rock 
field は Cap rock を 有する 多孔 邊 部 に 水 
謙 に 因り て 集中 せる も ゃ も の な リ り 。 Flank 
sand field は 水 万 に 因り て 砂岩 に 集中 を 
る 種々 な る 型 の 油槽 な り 。 石油 集中 に 最 
% HR te S HEIL AO down dip の 方 
向 に down throw 2AS 2Heuy AM 
砂 の 存する 場合 , 不 整合 及 多孔 質 頁 岩 の 
存する 場合 な り 。 園 項 丘 周 線 の 石油 集中 
WEL UCHR HLER 砂層 の BR 
ASEM CAAT SD SLSBOTVS CB. 
Am. A. Petrl. Geol., 15, 61~66, 1931) 
CAA 
1907, Polish Carpathian 


Cizancourt, H. 


油田 


198¢44) » 


Shea it FAR A Sa — Fa Be EIS 
する Flysch 中 に 存する も ゃ の な り 。 如 油 
は 2 つの 異な る 椿 造 幣 に 用 脱 す る も ゃ の に 
し て , その 1 は Marginal zone D fit Li 
造 の 下部 特に 深層 に 存する も ゃ の, 他 に は 中 
LAE We OE AATEC TET BB OFr V 
E te 3 AYA SN EC BT OE 
地方 の 石油 は 明 に Flysch BEEBE TS 
も の に し て , と の Flysch は 深海 堆積 物 
に あら ず し て , Lelbeity BEE IC HERE L し た 
る も の な り 。 Flysch が 堆積 する と 同時 に 
多少 の 福 曲 作用 が 行 は れ た る と と は 其 分 
ARAB Act, CORREA 
の 後に 石油 移動 が 行 は れ た る も ゃ の な り 。 
PAW DG © FERRE a _L ARE © HE WOE 
に 於 て は 特に 注意 す 可 きも ゃ の な り 。 CB. 
Am. A. Petrl. Geol., 15, 1~39, 1931) 
CAA | 
1408, 油井 泥 液 の 特質 Parsons, C. O. 

Ri % 7 SILA OMI BIC AS 3 YEE 
TELLER IC SED 3 Bs BBE _b ee te 
SHU BIPPKATSRBAALE 
suspended state, colloidal state 及 cryst- 
alloidal state の 3 種 に 分 類 し 得 。 と これ ら 
の 泥 士 中 特に 注意 す 可 き は colloidal state 
の も の に て , 筆者 は COB Ma CH 
せる も の な り 。 AK HAM I PH の 
fA OU hom Tr HD YRE I~ 
KOYSCRKOMMELAT SL 0% 
Yo RS CBI As —-AH tL t AR 
る 現象 を 時 し , Tr DIMEMNAKSE 
IC SIC flocculation が 起り 洛 筒 度 を 
増加 する も ゃ の な り 。 こ と の 現象 は 詞 井 用 水 
中 の 人 金属 イオ ォ オン の 作用 に 基く も の に し て 


8 


MIF YEO flocculation 及 deflocculation 


の 現象 は PH の 値 の み に 因 る も ゃ の に あら — 


FULT, 吸着 に ょ る BARI RAT 
も ぁ も の な り 。 (Oil Weekly, 59, 77~8% 
1931 う 〔 入 木 〕 

1409, BRABOMBIIT hit 
THB 

HERG AP I © FLAVA AS kD KREME 
AEC ALB TH © HE Hy OY BS See Ba) S Hb 
PROWMMIt LCMESSWAHEVS 
Se LOWRY te SK RSM 
の 地質 を 論 ぜ ゼ り 。 営 地方 の 第 三 紀 地層 を 
大 戸 瀬 統 , E> Fei, A Wipe Be US BE EAE IC 
BAL, 之 等 各 統 の 岩 質 及 び 包 含 化石 に 
就き て 詳 述 を り 。 AMARA B 
TER IC DS VY, (li & WABI E RSS 
SOY, GWE, 37, 727~731, 1930) 
CAA 

1410, SBBRAROMs BS 
= 

筆者 は 苗 栗 油 田 の 地質 を 岩 質 に ょ っ て 
下部 ょ り 後 瀧 層 群 , BBR, RUDE 
BRE D の 3 っ に DML, ZESBHOBA 
の 特性 及 化石 等 に 就き CHAS VO HS 
の 地質 構造 を ゃ 論 ぜ り 。 営 油田 の 地 臣 構 
MIL MRO ATS SH PHS V, Ze 
WORSE SRV Sil LES BA 
は 延長 10 BCE L, MAS CH S— 
大 隆起 構造 に し て , ORS © 石油 は 
COBAMMOMA ICA 3% Ors 
Do HUN Al 2 PARIS te S 隆起 構造 
CLT, 錦 水 油田 の RTs 後 瀧 層 群 の 項 
部 300~800 KOMIK S Bh CHM 
FS OY CWA, 37, 799~8031930) 


RA 


抄 
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AR 
Sek 


1911, THEIKMIC RETREAT VOM 
eB Beeman, N. 
PEER IC PR & IS te (ERS PL 
を 生ずる に 反し , MIS RHO 現象 を 生 
To CHAROMLEAMA HAty 
Ck VEER LH ESLOMMAtSS, 
著者 は 密度 の 正確 な る 測定 た 適する 重り 
を 附 し た Becker 氏 Chainomatic balance 
BV. CHP OF HE OE RE OBA 
を 測定 そり 。 基 結果 に ょ れ ば 少量 の 載 酸 
SRR LCM rSemkSV, UM 
N/10:000—N/20000 の 如き 僅か の 濃度 の 
th BLT ODA IK BRE EB, AP TE 
O-1 27 RY ORLF 17% な り し も ゃ の が 


AYE 12 -13 379 7, 30% CEE YU ON 


PH {OBE a Hit © WW PER a HES 
Cyc Beto hP>e MHWL, PH oO 
ii & BAD X S URBEEA IS AMET tr S & ik 
ささ た VOC. Am. Ceram. Soc., 14, 72~87; 
1931) GEAR) 

1412. FELMOMMEBHRE 
Budnikoff. P. P. 

BEE LIKI 800~900°C IC BEC & Hh 
と する る も 更に dead burning を な す 。 
MgCOs は 純粋 な る ほど MgO の 水 和 作 
用 は 著 し 。 著 者 は 700°~1300°C に 各 3 
時 間 宛 加熱 せる MgO を 20°C KATH 
拝 し っ つ ゝ その 電 無 優 導 度 を 測定 し , HR 
度 を 栓 し た り 。 純 MgO は 800°C RAO 
% OE b BIC ASEEICSEL, 700°C 
BM oOCoU 5DHMIKT, 1000°CHHA 


3 時 間 に て 各 最 大 を 示せ り 。 KR BA 
BRE 850°~900° CME IC THe S MgOla 
PETE FRICKE Lic V Las, 1000°C J& 
理 は 24 時 間 に て RE AMEE L THE 
Fo 1~52 の FeoOg は MgO DAME 
に 重大 な る BES vc Les, 叉 12 
SiOg を 加 ふ る 時 は 溶解 度 の 増加 に 影響 
ある と と を 知れ り 。(Z. anorg. Chem., 
191, 79~86, 19300 #8 ASD 
1913, FAF PR BRIER DE RD 
jankin, D. S., Besborodoy, M. A. 
=P4ei Drushnaya, Gorda PIF LY 
の regenerator chamber 中 に は 砂子 燈 融 
Yn kD BUPA CHEE LRA 
TIC IR 6 OIA ERE EY 9 PBI 
研究 に ょ れ ば 
orthoclase 及び mullite £ Y KY, nephe- 
の 部 分 に は SARBALAO HT Sd 
DBZLo Ci bi ORR AE RRB IL 
WaPo RREMNT &OwVY— At 
分 析 の 結果 は SiOg 45-55, TiOg 0-77 
AlgOg 32.29) Fe203 1.923, CaO 1-12. 
Na20 11.07) K20.7.97, at 100-69 IC LT 
LEM OBSE REMY SK B~%BO 
Si0g GAT MIC HHI KO の 一 
部 は nepheline の 代り に heucite CK 20> 
AlgOg: 4Si0g う を 作る と せ ば , TERE EES 
BED LUS% の と 考 ~ た り 。 (CJ. 
346~353, 1930) 


Beli- 


nepheline, carnegiete, 


line 


Amer. Ceram. Soc., 73 

〔 吉 木 〕 

1914, 磁器 率 地 の 球 化 に 伴 ふ 微 括 造 僚 化 

UTR, AEP RAS. ' 
he A Hic RA ARE MMS BE 

る 磁 舞 素地 を 0.5 kg/cm2 OBER 


90046) Bb 


Rk 


て 軟化 試験 を 行 ひ , その 前 後 の THEO 
ME & LRA Yo MIWA AK, 
BER, AF 1b 及び RAO, 
LVYUKRY, CHERRY と 原料 と の 間 に 
は 自ら 隔 係 あり 。 軟 化 試験 前 後 の 著 し き 
線 化 は (C1) ムラ イト 量 及 大 さ を 幸 加 す 。 
(2) FEA SL CePA IC 
SBT EES, (3) PURPA Ht PR 
する か 或 は 減少 す , (4) WH HPERR Ich 
DO Hints HK BEF, (5) BRAK 
eRe SHA e tro Kinki AVG S 
MARL EW ORIG RAGS BLU AB 
F OPE CHa DS CER Saw 
(, ALORA 石英 分 の 少 き も ゃ の なほ 
ETE e met Y oC FE HWAE 39, 93~99, AA 
6) CHA), 


石 i 


1415. AFP REO PMEAKAE II RIB PE 
hi) 賀 田 立 二 。 

本 編 た に 於 て は 工業 的 換 作 の 基準 な らし 
めん が だが 才 に 行 へ る 乾燥 及 乾 久 に 就 て 旋 載 
TU HMRI RN, TPO 乾燥 に は 
含有 水分 を 老 慮 し , GKELS GHCK 
TKS MAU Hie Lie oe 
ALLEL, 上 且つ 炭 塊 を 一 定 し 乾燥 速度 を 均 
ー な らし むる を 必要 と す 。 証 し て 125°C 
A CABRA ESKOM Lo PPM 
REAAL UCHR ORS FG SIBSI 
は , 400°C 内 外 の 低温 度 を 用 ひ , 着火 温度 
低 き 可燃 質 の も の を 多量 に 得る を 得策 と 
し , タ 1 ん る も 併 を 利用 そん に は ,460°C FY 
外 の 乾 久 湿度 を 有利 と す 。 て 燃料 研究 所 
研究 報告 , 10, 44~67, 昭和 5 年 う (人 鈴 見 ) 


/ 


(第 


1416, SQBSckSKEROBRHO 


BiReomit 賀 田 立 二 。 3 
AR HS AFR AB D MEHR AR IC RAE STe 
SUBOMEKE LTHARESNESEO | 
に し て , 第 一 に 木炭 の 水分 , ERB HF KIL 
PR kY OAPEOWLIRME & 87 eM iin KE 
Rit MIL & OWMKR BHI OWI & 
HO RE kia Mike tL OBY Re fl x aK 
L, KHL VA x BRI SHS VY HR 
BLGTAE HE AERA. 10, 68~82, 昭和 5 4B) 
C 観 見) 
1417, @ROErweichungzone を 確 
eo SBR SAIS Kattwinkel, R. 
#HHOWREALT A 2 =2-2.oO Hr 
CHA 6 ARE PIC AR Ar eA DIM 
ALT, WRI L SHBLO Bite アル 
T=21 sWMORMICH Lk 3 Rees 


x) BEL, ARO TREE BAA 


LVRS ICH V © HME 250°C CHS を ま 
Cla BUA HL Y BAD 5°C LF OTE 
を 以 て な そり 。 温度 の 測定 に は アル ミ = 
=] JAP IC Abe ¢ iri E CHAS 
る 和寒 瞬 計 を 使用 そり 。 因 に 本 著者 に ょ れ 
(EAA IRR LAG tr S URES BK Le 
働 す を 得 べ さく, WO BAY > EH 
(BAL BMT VL URES et 
tie Erweichung Zone & F§3 5 (Brennstoff- 
Chem. 11, 329~330, 1930) #85) 
1418, BROBREK ERAMORIR 
REOEAGR Miyagawa, T. 

BA (Le RTE TR © Hew yt RSE 
C30°C~50°C) ICRU 3 BLE Kilftic Hh 
FADD FREE ~ BEI IC BRED GOMER 
Chi tt SHAERD, WRLROKx 


抄 
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Kr VUE e<Rabnr scat ReRr 
KE5 20 LAR OR REM & MO 
We COVE WIT SREEV, 即ち 
著者 の 結論 に 従 へ ば , 石炭 の ARB AIC 
TSTMS IK LEE OMB HL ie 
RAOGK SRAM LOIEY 6 
uN tit & 1 ARALEE, 5, 295~297, 1930) 
(#8 LD 

1419, BREROtTOHOZAEDEO 
Makroporen 即ち 肉眼 抱 損 泡 容積 並 
に 比重 の 新 測定 方 法 Stadnikow, G. 

ZIEOM AICP T 2 ABE RIL 
孔 度 を 知る 事 は 重要 な る 意義 を 有する る も 
の な りり 。 然るに 無 孔 度 を 測定 する に 充分 
な る 方 法 な し 。 著 者 は 著者 の 新 方 法 に 依 
YD 上 比 溢 拘 容 易 に た 耳 つ 正確 に 定 む る を 得 た 
る Makroporen の 容積 を 以 て 無 防 度 を 代 
用 そん 事 を 主張 せり 。 

BA OBIE D EIRBAAROIM Lo 

1. ABE HB RKROBUIKIK CET IC 
て 燈 融 する ペラ フラ イン PKL 以 て 
Makroporen 2774 YC CHT > 

2. 是 が 容積 を ビク ノ メ 1 タ 1]!] を 用 ゐ て 
測定 す 。 

3. ペ ラフ イン の 量 を ミン ゼン に て 抽出 
し て 測定 す 。 此 の ペラ フラ イン の 量 ょ り 
Poren の 容積 を 求む 。 

因 に Makroporen の 容積 を 知れ ば 。, 
Mikroporen B) SRAMRA RI ES 
Sy ic He Tid EEE, Mikroporen を 
含め る 物質 に 於 て は Mikroporen の 容積 
を 除外 を る も の ヽ ゝ 比重 を 計 息 する を 得 べ 
し 。 後者 た 於 て は その 眞 比重 を 粉末 法 に 
て 求む れ ば Mikroporen の 容積 を も 知る 


を 得 べ し 。 (Brennstoff-Chem. 11, -330~ 
33L, 1930) CHB AL) 

1920, 分 析 上 より 見 た る 石 岩 の 特性 
Fuchs W. 

、 石炭 の 分 析 法 は その 目的 ょ り 見 て , & 
を 元素 分 本, 直接 分 析 , Zerlegunganalyse, 
Kennzehlenbestimmung の 4 福 類 に 分 っ 
を 得 さ べし 。 元素 分 析 は 元素 の 悪 合 の 割合 

を 定 む る を 績 と し , 直 接 分 析 即ち 工業 分 
析 は 工業 的 に 重要 物質 の 得 量 を 定 む る に 
あり 。 其 山 分 析 法 は 古 よ ょ り 用 ひら れ た る 
も の に し て 、 石炭 利用 の 進歩 に 儲 ひ 多少 
DMBMELERLENRL LBA ERROEE 
な り 。 Zerlegung analyse は 石炭 中 に 含有 
さる 化合 物 例 へ ば 腐植 酸 , HESS 測 
定 す る に あり て , K énnaehlenbes ene 
242 TBEGI~ IE COOH, OH $ EK 
VEKHV), WMA RHO BEI 
Feit 0 APF LBB SL.OKLT, 
SERIE LLC IEPA DATE IC BLT oF dee 
9. (Brennstoff-Chm. 11, 332~334; 
1930) C 鶴 見 〕 | 
1421, Dortmund の Zeche Gnei- 
seuan [itirl-PRALO Moor ORR 
(“#£T Brune, E. 

JED Moor aBBIF ORFS =F 250~ 
300 m, Be = 50~60 m, 即 約 15000 qm と 
推定 さる ヽ も の に し て , 地層 は 上 部 ょ り 
0-25 m O/B HE, 0.55~1-50 ™ の 褐色 の 
Lehm, 約 0-20 m の Moorerde, 0-10~0.40 
m の 細 微 な る 砂 質 の Wurzelboden, 約 0-1 
m の Wiesenkalk, 0-020~0:40 m® #ak f 
ORK VY, 時 代 は Lemay « 2 
4 oR 100 年 以前 の も の な り oCBrenstoff- 
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Chem. 11, 349~350. 1930 う 人 鈴 見 〕 
1922, PREIS Waldmoor の 生 
OBA, Lieske, R. 

A. Brune KORE S Waldmoor の 
AD Pay Ze te Yo LOG REIS IK, 
本 Waldtorf "PIC 4%XO Laubholzern 
OP & 3S L, i %52%EO Laubholzern 
(ATE © te BBL VL CHE DLR IC ERE 
せ し ゃ の な り 。 ii UCHMMBEAZKo 
有機 物質 を 河内 し , anaeroben DURE! WS 
て 微生物 の 作用 を 受け 分 解せ る も % ゃ の に し 
て , その 多量 の MALIA SI 拘 は なら 
ず ザ 原形 を 保存 を せり 。 猫 ほ 紫 泥炭 中 に 生存 
せる 微生物 は Fluorenscen 種 に 属し 宰 典 
pice る も ゃ の と 一 致 そ り 。 (Brennstoff- 
Chem, 11, 350~352. 1930) (#5 
19423, 沖積 層 中 に 於 ける Waldmoor の 
{ERASE = Fuchs, W. 

本 研究 は A. Brune KIC & Y Rhee b 
れ , Lieshe BURIC k YD ALBA AH HAZE & Ze 
され た る "anaerobe 分 解 隆 の Waldmoor 
中 の 植物 残 湾 の 化 回 的 研究 な り 。 そ の 研 
Fete RIC RAV, 湊 青 を 取り 去れ る 植物 
々 質 の 87~93% IZ PHER RRA KV 
な り , 木質 素 : 繊維 素 の 割合 は AH 
溶 に あり て は 普通 の 木材 に 於 ける 1:2 な 
SEL 7:2~18:2K UT, RRKOW 
WayCe Ll Hine SEMTFw’OUwV 
叉 木質 素 の Methoxyl 基 含 有 量 は 繊維 素 
の 消失 作用 中 匂 化 そ ず 残留 せる を 示す 。 

此 是 の 現業 より 木材 は anaerobe の 分 
SEIS BSC % ABHES & RG IK KU RE IC 
木質 素 を 増加 する も の な る を 認 む る を 得 
さ べし 。(Brennstoff-Chem. 11, 352~354, 


Bk 


1930) Cait) 
1923, SBA PA, SCH 
PRISER TEL, 新 材 料 と を LT 
EO Ls 各 胃 別に 火 の 埋 蔵 量 を 推定 し , 之 
EIN HLL, HRERE の 推定 
fH & HERESY CHL hr fim) 

CH) PBA Ay EAN © FER 


zz 

a onl ee | Jes eee 

(1929) C1913) (1925 
Lean 3.25 | sees 3.67 
HH PK] 1017 | ee 12.98 
ge St | 15.83] 8.00 12.85 
a 河 7.20 | veeee 6.60 
BEB ABS Vir Sestn 
wR 達 3.25 | assess } 4.60 
山 西 |1271.15 | 12.00 | 1271.15 
yy 北 | 30.71 | 30.80 28.28 | 
mW 東 | 1639) 6.50 25 30 
yy fa | 81.47) 200 74.49 
Me py | 719.50 | -:.... | 69.68 
湖 北 4A 50.2 4.48 
Be heh O70 3.50 
江 Py 9.50 | 14.35 8.95 
wr we} 101) 120 1.25 
ik 237 | sree 1.95 
綿 it [2184.55 | 74.35 | 1529.73 

C4) 調査 未詳 の 部 

Nd 

oy | ee | SEER lita 

C1929) | (1918) | (1925) 
ii FH | 60.00 | 170.00 | 60.00 
py ij | 200.00 | 150.00 | 190.00 
= | 50.00] ..--.. 190.00 
ON | 50.00 | +... 190.00 
Be 西 2.00...) --25- 5.00 
BOR SMI |) cca. 5.00 
jig 建 5.00 | 0.80 1.50 
+e fe | 60.00 | 5.00 
Be get | 60.00 | | ーー 
#a 量 | 470.00 | 320.80 | 646.50 
HAZ fh) 2654.55 | 395.65 | 2176.23 


eit 
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IC EME, IPL RHE 定常 時 の 約 6 備 
AICIES 3 MSI UC, 就 中 著名 な る we 
田 の 埋蔵 量 推 定 炊 の 如 し 。 CHG AY Mamie) 


be | ORE | 時 代 別 
we yy | a 456 | (KHER 
te MW | SE BE 39 | Bate 
AR |. 226 | Abe 
TER ” 200 | AMAR 

| et 河 | 250 | Beet 
MAMA) FISH 438 ” 
Bl ER | yy 北 | 690 | 石炭 二 温 紀 
井 EE » 221 ” 
i 城 Reha BDO Ne 
磁 MR) ” 470- |” 
RENE) He) 730 | ” 
Amis |W 南 | 400 % 
RED ee a en 
( 修 武 ) 


= DAW PH IC IL 10~100 Teh M D BH ye 
を 有する 炭田 少な か ら ざ れ ど も, 未だ 充 
APB FSS KELH CKABBE, 74, 
133 一 162 う < 渡邊 高 〕 
1425, 気候 護 兆 ミ し て の 泥岩 Giles, A. 
泥 談 成 生 に 好適 の 條 件 は 念 速 な る 植物 
DBE, 排水 不 充 分 な る 陥 鼻 地 或 は 盆地 
OZxect, NHEOL* Ct, BRODR 
2CL, RIMOUSKI oot, AL 
蘭 水 た ゲ 2 ク カリ の 之 し きこ と と 等 な り 。 こ と の 
種 の 條 件 は 地上 種々 な る 也 域 た 豆 る る ゃ も; 
SAE Yee (SARI TB IC LC, 不純 物 に 
Bt. CHRRORIRAN 7) vO 
茂 を 助け て 植物 の 分 解 を 速 か な らし むる 
た め な れ ど る , MBO Tr wy Mok 
分 に 富む ゃ その 一 因 な り 。 
VEE BEE D Ee BEA Tr Sik 
Finland Canada Sweden, RAL FO 
AAMC LT, 全体 の 凡そ 90% は と の 


Rusia, 


菩 域 に 属す べし 。 こ と の 外 寒 商 地 方 に も を 
VE MLEE L, その BBE DX OIC 
SXbLo EEX ORMKRT ARES 
る Canada D Heine ts — YAR te S AR 
DLOXY Ree, RIKELS 
RIK GKRO YEE & CRT ~ % ie 
の 世界 的 分 布 を 見 る に , {FL Ape HB HE 
量 の 2/3 は 北ア ぇ リカ ヵ 中 北緯 35° 以 北 
に 分 布 し , 欧洲 に は 全体 の 1/10, 495 
ち 9/10 (AERA RRB So TY ris 
世界 全体 の 1/6 DAKEAL, その 2/3 
は 北 支那 及び シベ リヤ に 属す 。 主として 
PIC IBS BT 7 Y wy, BW, KIX 
の 線 て を 合 す る も 世界 全体 の 1/30 OFF 
談 を 有する に 過ぎ ず , 之 2D BIC. 
WES D5 > Fa Pe BHR ALLIES 1K 0 fH de IS 
2% KAT, WS そ は ARB On 
WEROK CBT. LKR ROR 
PEO 9/10 は 北緯 35°C 以 北 た 属す る 。 
COB FT A eae Pee P BSE RAK 
&bo—AwMker sc Lemtstoituw 
ふさ べし 。 (Bull, Geol. Soc. Am. 41, 405 
~430, 1930 CUE 5) 


SHS 
1926 #ROWRICA SRORE FH 
寅彦 ; 
地殻 の 非 強 性 的 綱 形 が 局部 的 に 集中 し 
CHS AELLB DK BAT SMOK DI 
aS AY O ah AE CHS Lo 断層 を 生 ず 
る 時 の 温度 上 昇 を MEST SIC, 場合 に ょ 
YC CHAR DUES CHE LAGS 
刈 度 の も の と な る 。 KEBMMC RCE 


| へ ちる ょ ぇ 如き 大 陸 と 下層 と の 間 の 相 半 運 


20450) @ 


報 及 MI 報 


BNO 75 DIC, 中 間 層 に BEES B Bis Bess 
HEMERA DBT SCI LTPRESXL 
tB~bSo Hf EAE OFF MORK 
SORA IC AES S Mid 必ず し ゃ RB 
ず , BAKE VU CaS EWE L, ER ik 
が す 効果 が ある や る 測 ら れず 。 (地震 研 
FENHR 8, 377~383, 昭 5 OP BF) 


講演 題目 座る 4 月 5 日 束 京 に て 行 な 
(LE SAH MLC HOG hh AS, Hh RS 
iP a SIC INT B SR LAB AR BGA 
別紙 の 如く 決定 せり 。 

測 硫 産 額 昭和 3~4 AR REE 
ht Uo 


; ge 別 | 昭和 3 年 昭和 4 年 
GEOR 1) 604,286 837,025 
CBARIE) | 106,000! 148,646 
PREECE ty) | 220,637] 217,858 
(本 湊 湖 ) | 63,030! 76,300 
be tt BE OR 4,266) 5,057 
HS a 366, 1,450 
$f) Ba a 750 
石炭 (撫順 う |6;689,8006,785,006 
CAB | 490,00) 521,000 
PU xt |8,836,11719,268,447 
BEPC py) | 245,991] 265,792 
Dupes | 343,741} 388,307 

3 + we] 25,454) 31,681 
% JR ff | 64,083] 64,639 
A IR #8 89,324) 103,235 
A | #8 | 471,716] 629,502 
ig 4 | 35,000) 40,000 


CONF RMD ABUSERS 74 BEI 
a) 

SMOBREWR 1926~1928 年 度 に 
於 けり る 支那 各 租 石炭 産出 額 談 の 区 し Ce 
fir 5 wg) 


mw | 1926 | 1927 | 1928 
Ba F 718 | 869 | 828 |- 
内 撫順 | 609 | 741 | 684 
yy 4k = 550 | 518 | 634 
内 BARE | 358 | 368] 496 
山西 答 197 | ZS NO 
河南 次 92| 102 122 
We = 221 |. 163.18 116 
内 人道 川 58 62 51 
内 THER 59 32 26 
江西 次 47 69 67 
ee yy 35 47 55 
MK FP 26 40 51 
ARLE 22 | 3 3 
Wi 4k & 29 31 32 
ih # 32 26 21 
VEE 16 13 15 
江西 和音 14 10 12 
湖南 交 90 90 | 120 
雲南 次 21 11 21 

DFE 
Oy 100 | 100} 100 | 
ete 97 97 97 
例 國 弧 計 | 2304 | 2417 | 2509 | 
内 褐 庶 21 28 32 
Ai ize | 1759 | 1895 | 1969 
frie | 327 | 297] 312 
外 に 概算 分 | 197 | 197 | 197 | 


(第 三 炊 中 國 硫 業 紀 要 に 揮 る ) \ 


